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キ
ー
ワ
ー
ド

屋
形
諸
道
以
文
、
屋
形
養
民
、
下
毛
郡
、
在
村
蘭
学
、
長
崎
遊
学
、
倉

成
龍
渚
、
吉
雄
耕
牛
、Carl	Peter	T

hunberg,	K
arl	Gabriel	

Springer

　
は
じ
め
に

　

平
成
一
六
年
に
中
津
市
に
寄
贈
さ
れ
た
「
屋
形
家
資
料
」
の
中

に
、
本
耶
馬
溪
地
域
で
初
代
村
医
と
し
て
活
動
し
て
い
た
屋
形
諸も

ろ

道み
ち

（
一
七
四
六
〜
一
八
二
六
）
に
よ
る
一
連
の
写
本
が
あ
る
。
本
稿
で
は

医
学
情
報
の
地
方
へ
の
伝
播
の
事
例
と
し
て
、
諸
道
が
書
き
記
し
た
も

の
を
も
と
に
、
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
か
ら
約
九
年
間
続
い
た
諸
道

の
医
学
修
行
を
検
証
す
る

１

。

　
一
、
医
家
の
誕
生
へ

　

近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、い
わ
ゆ
る
「
小
外
科
学
」
を
修
得
し
た
（
床

屋
）
外
科
医
を
養
成
す
る
ギ
ル
ド
と
、
内
科
を
中
心
に
高
度
な
知
識
を

持
つ
医
師
・
医
学
者
を
養
成
す
る
大
学
と
い
う
二
種
類
の
公
的
な
医
療

従
事
者
養
成
機
関
が
あ
っ
た
が
、
臨
床
現
場
で
は
こ
の
よ
う
な
「
専

門
家
」
の
ほ
か
に
「
薬
草
婆
」、「
軟
膏
男
」、
テ
リ
ア
ク
商
、
奇
術
師
、

祈
祷
師
、
藪
医
（quack

）
な
ど
専
門
的
な
職
業
訓
練
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
者
も
病
人
の
治
療
に
当
た
っ
て
い
た
。
医
療
市
場
は
自
治
権
を

持
つ
都
市
で
は
法
令
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
た
が
、
地
方
の
町
や
農

村
で
は
野
放
し
の
状
態
だ
っ
た

２

。
日
本
は
か
つ
て
国
を
挙
げ
て
中
国

の
医
学
を
導
入
し
、
典
薬
寮
や
足
利
学
校
の
よ
う
な
医
療
従
事
者
の
養

成
や
医
療
の
管
理
を
行
う
機
関
も
設
立
さ
れ
た
が
、
江
戸
時
代
の
幕
藩

体
制
下
で
は
医
療
の
統
治
権
は
各
藩
に
あ
っ
た
。
各
藩
に
お
け
る
統
制

の
状
況
や
程
度
は
様
々
で
あ
っ
た
が
、
一
般
的
に
は
藩
主
の
侍
医
や
城

下
町
の
町
医
師
に
な
る
に
は
一
定
の
専
門
教
育
と
そ
れ
を
証
明
す
る
免

許
状
が
求
め
ら
れ
、
と
き
に
は
地
元
の
医
師
に
よ
る
吟
味
が
行
わ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
と
は
い
え
長
崎
の
名
医
・
向
井
元
升
（
一
六
〇
九
〜

一
六
七
七
）
の
よ
う
に
儒
学
を
起
点
に
医
学
を
独
学
で
修
得
し
て
優
秀

な
医
者
に
な
っ
た
例
も
あ
る

３

。
産
科
医
・
賀
川
玄
悦
（
一
七
〇
〇
〜

一
七
七
七
）
も
そ
の
よ
う
な
例
の
一
つ
で
あ
る

４

。

　

政
治
的
・
社
会
的
流
動
性
が
高
い
一
七
世
紀
に
藩
領
内
で
本
格
的
な

開
業
を
目
指
す
場
合
に
は
、
で
き
る
だ
け
幅
広
い
修
行
が
必
要
だ
っ

た
。
そ
の
土
地
で
医
師
が
す
ぐ
に
必
要
か
ど
う
か
や
人
脈
の
有
無
も
重

要
だ
っ
た
が
、
大
抵
は
師
匠
の
名
声
や
何
ら
か
の
特
技
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

定
住
と
開
業
の
許
可
を
得
る
の
が
一
般
的
で
、
こ
れ
は
豊
前
中
津
に
お

い
て
も
同
じ
だ
っ
た
。
村
上
家
、
辛
島
家
、
大
江
家
、
根
来
家
の
例
を

見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

地
方
に
伝
播
す
る
医
学
情
報

― 
屋
形
諸
道
（
一
七
四
六
〜
一
八
二
六
）
の
医
学
修
行 

―

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
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村
上
医
家
の
初
代
・
村
上
宗
伯
（
？
〜
一
六
七
〇
）
は
、
村
上
蓮
休

の
三
男
と
し
て
行
橋
の
浄
喜
寺
に
生
ま
れ
、
医
界
の
主
流
だ
っ
た
曲
直

瀬
道
三
流
医
学
を
受
け
継
い
だ
大
坂
の
儒
医
古
林
見
宜
（
一
五
七
九
〜

一
六
五
七
）
に
師
事
し
た
。
宗
伯
は
寛
永
一
七
（
一
六
四
〇
）
年
七
月

に
免
許
皆
伝
を
受
け
た
が
、
彼
の
免
許
状
は
江
戸
中
・
後
期
の
も
の
と

比
べ
る
と
ご
く
短
い
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
宗
伯
は
中
津

諸
町
で
開
業
し
、
小
笠
原
家
初
代
藩
主
・
小
笠
原
長
次
の
御
典
医
を
務

め
た

５

。

　

辛
島
家
の
初
代
・
辛
島
正
庵
玄
快
（
一
六
七
八
〜
一
七
六
九
）
は

「
辛
島
家
系
図
」
に
よ
る
と
延
宝
六
（
一
六
七
八
）
年
に
宇
佐
郡
辛
島

村
で
生
ま
れ
、
元
禄
一
二
（
一
六
九
九
）
年
か
ら
第
五
代
藩
主
・
小
笠

原
長な

が

邕さ
と

の
御
典
医
平
田
道
巴
に
医
術
を
学
ん
だ
。
そ
の
二
年
後
京
都
に

遊
学
し
、
さ
ら
に
長
崎
で
研
鑽
を
積
み

６

、
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年

に
六
一
歳
で
侍
医
と
な
っ
た
。
平
田
道
巴
が
正
庵
に
授
け
た
免
許
状
に

は
出
島
商
館
医
ラ
イ
エ
ン
（Cornelis	de	Layen
）
と
デ
ィ
ル
ク
ス

（A
rnout	D

ircksz

）
に
よ
る
蘭
文
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
道
巴
が
父
・

平
田
長
太
夫
の
修
業
証
書
（
一
六
六
六
年
）
か
ら
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
六
五
〇
年
代
に
芽
生
え
た
紅
毛
流
外
科
術
が
す
で
に
小
笠
原
時
代
の

中
津
藩
に
も
根
を
降
ろ
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
事
例
で
あ
る

７

。

　

鷹
匠
町
と
京
町
の
二
つ
の
大
江
家
の
血
縁
関
係
を
裏
付
け
る
の
は
、

中
津
藩
の
「
文
化
三
年
改
」
に
集
録
さ
れ
た
大
江
玄
仙
お
よ
び
大
江
雄

山
（
博
行
）
の
系
図
で
あ
る

８

。
大
江
五
郎
衛
門
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
た
両
医
家
の
祖
・
玄
仙
（
一
七
一
〇
〜
一
七
九
二
）
は
、
長
崎
で
鳥

飼
道
節
か
ら
嶋
田
道ど

う

碩せ
き

に
伝
わ
っ
た
南
蛮
・
紅
毛
折
衷
の
外
科
術
を
学

び
９

、
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
に
免
許
皆
伝
を
受
け
た
。
当
時
は
約

一
〇
〇
年
前
か
ら
続
い
て
い
た
こ
の
栗
崎
流
外
科
術
が
ま
だ
高
く
評
価

さ
れ
て
お
り
、
玄
仙
は
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
に
中
津
藩
に
召
し
抱

え
ら
れ
、
隠
居
す
る
ま
で
二
三
年
間
御
典
医
を
務
め
た
			10

。

　

遠
方
か
ら
も
医
師
が
招
聘
さ
れ
る
な
ど
、
中
津
の
「
知
的
イ
ン
フ

ラ
」
整
備
は
さ
ら
に
進
め
ら
れ
た
。
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
に
奥
平

家
第
三
代
藩
主
・
奥
平
昌
鹿
か
ら
本
道
御
医
師
に
召
し
出
さ
れ
た
根
来

東
麟
（
東
林
、
行
直
。
一
七
三
一
〜
一
七
八
七
）
は
「
人
身
連
骨
真
形

図
」
で
画
期
的
な
功
績
を
残
し
た
眼
科
医
・
根
来
東
叔
（
一
六
九
八
〜

一
七
五
五
）
の
長
男
と
し
て
山
城
で
生
ま
れ
京
都
で
育
っ
た
。
中
津
近

郊
の
天
仲
寺
山
に
あ
る
墓
碑
は
、
朱
子
学
、
本
草
学
、
中
医
学
の
古
典

に
精
通
し
た
東
麟
の
知
識
の
幅
広
さ
や
「
西
学
」
に
対
す
る
考
え
、
古

方
を
基
礎
と
す
る
姿
勢
の
ほ
か
、
東
麟
の
知
的
基
盤
を
育
ん
だ
父
・
東

叔
の
医
術
に
つ
い
て
も
詳
細
に
伝
え
て
い
る
。
医
学
の
ほ
か
に
も
多
様

な
学
問
に
通
じ
た
鬼
才
三
浦
梅
園
が
東
麟
の
家
で
見
た
漢
籍
に
は
、
明

や
清
朝
で
活
動
し
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
「
羅
雅
谷
」（Giacom

o	
Rho

）、「
南
懐
仁
」（Ferdinand	V

erbiest

）、「
湯
若
望
」（A

dam
	

Schall	von	Bell

）
に
よ
る
も
の
も
あ
り
、
東
麟
の
広
い
視
野
と
厚
い

人
脈
が
う
か
が
え
る
			11

。

　

城
下
町
と
は
異
な
り
、
近
世
前
期
の
村
に
は
医
師
は
ほ
と
ん
ど
い
な

か
っ
た
。
中
津
藩
も
例
外
で
は
な
い
。
城
下
町
か
ら
離
れ
た
山
間
の
農

村
で
は
収
入
が
少
な
い
た
め
、
農
民
は
祈
祷
、
呪ま

じ
ない

、
地
元
の
民
間
薬

な
ど
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
			12

。
医
師
が
急
増
し
た
一
八
世
紀
に

お
い
て
も
村
医
が
医
療
活
動
の
み
で
生
計
を
立
て
る
の
は
困
難
だ
っ
た
。
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信
濃
国
を
中
心
に
在
村
蘭
学
を
研
究
し
て
い
る
青
木
歳
幸
は
、
医
師
は

村
に
お
け
る
有
数
の
知
識
人
で
あ
り
、
寺
子
屋
の
師
匠
を
兼
ね
る
場
合

も
多
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
			13

。
そ
も
そ
も
年
貢
納
入
の
義
務
を
負

う
農
民
が
医
業
を
志
す
場
合
は
藩
の
許
可
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
帰
郷
後
の
開
業
に
も
当
局
の
同
意
が
不
可
欠
だ
っ
た
。

　
二
、
江
戸
中
・
後
期
の
遊
学

　

故
郷
を
離
れ
、
他
の
土
地
や
国
で
勉
学
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
遊

学
」（
游
学
）と
い
う
語
は
、中
国
の『
韓
非
子
』や『
史
記
』に
見
ら
れ
、『
続

日
本
紀
』
の
時
代
か
ら
日
本
で
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
			14

。
江

戸
時
代
の
修
行
過
程
に
お
い
て
、
一
定
期
間
に
わ
た
る
遊
学
は
医
師
と

し
て
独
り
立
ち
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
。

　

医
家
の
跡
継
ぎ
と
見
な
さ
れ
る
男
子
は
幼
い
頃
か
ら
医
療
活
動
を
間

近
に
見
な
が
ら
一
定
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
い
ず

れ
は
故
郷
を
離
れ
、
本
格
的
な
専
門
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
緊

密
な
師
弟
関
係
の
下
で
行
わ
れ
る
医
学
教
育
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
科

組
合
に
お
け
る
見
習
い
制
度
と
の
共
通
点
が
あ
る
が
、
専
門
知
識
の
扱

い
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
修
行
終
了
時
に
行
わ
れ
て
い
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
検
定
試
験
は
、
同
業
者
組
合
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
元
の

大
学
教
授
な
ど
に
よ
っ
て
監
督
さ
れ
る
公
共
性
の
高
い
も
の
だ
っ
た
			15

。

試
験
に
合
格
し
た
若
き
外
科
医
は
、
そ
の
後
必
ず
修
行
の
旅
に
出
て
視

野
を
広
げ
、
技
を
磨
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
江
戸
期
の
日
本
で
は
修
業

期
間
に
は
規
定
が
な
く
、
師
が
門
弟
に
伝
え
る
知
識
は
秘
伝
と
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
免
許
皆
伝
は
修
行
が
無
事
に
終
了
し
た
こ
と
を
証

明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
第
三
者
に
漏
ら
さ
な
い
と
い
う
神
文

で
締
め
く
く
ら
れ
た
。
近
世
に
形
成
さ
れ
た
こ
の
伝
習
形
式
は
知
の
普

及
を
遅
ら
せ
、
既
存
の
流
派
の
枠
を
超
え
る
新
し
い
制
度
の
成
立
を
妨

げ
る
要
因
と
な
っ
た
。

　

医
業
を
志
す
若
き
藩
士
の
中
に
は
医
学
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
よ
り

広
い
博
学
的
な
知
識
の
獲
得
を
目
指
す
者
も
い
た
。
中
津
藩
医
・
村

上
玄
水
（
一
七
八
一
〜
一
八
四
三
）
は
藩
校
の
進
脩
館
に
入
り
、
約

二
年
間
儒
学
者
倉
成
龍り

ゅ
う

渚し
ょ

及
び
野
本
雪せ

つ

巖が
ん

の
指
導
を
受
け
た
の
ち
に

久
留
米
藩
の
儒
官
・
梯

か
け
は
し

隆た
か

恭や
す

に
入
門
し
、
特
に
兵
法
・
軍
学
を
三
年

間
学
ん
だ
。
ま
た
、
玄
水
の
息
子
春
海
は
、
家
督
と
な
っ
た
文
政
七

（
一
八
二
四
）
年
に
豊
後
国
日
出
藩
の
儒
学
者
・
帆
足
万
里
（
一
七
七
八

〜
一
八
五
二
）
の
塾
に
入
っ
た
			16

。
い
わ
ゆ
る
「
豊
後
学
」
を
提
唱
す

る
帆
足
万
里
は
、
四
〇
歳
頃
か
ら
蘭
学
者
・
藤
林
普ふ

山ざ
ん

の
蘭
和
辞
典
『
訳

鍵
』（
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
刊
）
を
入
手
し
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
び
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
天
文
学
、
物
理
学
、
博
物
学
に
も
目
を
向
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
春
海
が
帆
足
万
里
の
下
で
学
ん
だ
の
は
、
医
学
を
含
め
た
和

蘭
折
衷
的
な
自
然
科
学
だ
っ
た
			17

。

　

一
八
世
紀
後
半
以
降
は
中
津
藩
の
蔵
屋
敷
が
あ
っ
た
大
坂
も
中
津
藩

士
の
遊
学
先
に
加
わ
っ
た
。
特
に
人
気
が
高
か
っ
た
の
は
、
先
駆
的
な

人
材
を
多
数
輩
出
し
た
緒
方
洪
庵
の
適
塾
や
、
華
岡
青
洲
の
弟
良
平

（
鹿ろ

く

城じ
ょ
う、

一
七
七
九
〜
一
八
二
七
）
が
任
さ
れ
た
春
林
軒
の
大
坂
分
塾

「
合が

っ

水す
い

堂ど
う

」
だ
っ
た
。
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
に
神
尾
格
、
前
野
良
伯
、

藤
野
貞
司
が
、万
延
二
（
一
八
六
一
）
年
に
松
口
錠
七
郎
、和
田
克
太
郎
、

田
代
一
徳
、
そ
の
翌
年
に
は
征
矢
野
元
雄
が
適
塾
に
入
門
し
た
。
蔵
屋
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敷
で
生
ま
れ
た
福
澤
諭
吉
も
大
坂
在
住
の
兄
の
紹
介
で
洪
庵
に
師
事
し

た
			18

。

　

中
津
鷹
匠
町
の
大
江
医
家
の
五
代
家
督
大
江
雲
澤
は
天
保
一
二

（
一
八
四
一
）
年
に
合
水
堂
に
入
門
し
、
華
岡
流
の
麻
酔
術
と
外
科
術

を
学
ん
だ
。
巨
匠
・
青
洲
の
漢
詩
入
り
肖
像
画
や
、
青
洲
の
娘
婿
・
華

岡
準
平
と
そ
の
息
子
良
平
（
積
軒
）
か
ら
雲
澤
に
宛
て
た
書
簡
が
華
岡

家
と
大
江
家
と
の
交
流
を
裏
付
け
て
い
る
			19

。「
合
水
堂
」
の
門
人
録
に

は
中
津
出
身
の
大
江
春
亭
、
大
江
久
、
大
江
忠
庵
、
大
江
達
儀
（
雲
澤
）、

ま
た
宇
佐
郡
中
津
領
若
林
村
出
身
の
安
部
原
泉
の
名
が
記
さ
れ
て
い

る
			20

。

　

江
戸
詰
の
医
師
に
関
す
る
史
料
は
少
な
い
。
一
八
世
紀
後
半
の
江
戸

に
お
け
る
学
塾
の
発
展
を
考
慮
す
る
と
、
藩
士
た
ち
が
江
戸
で
も
修
行

し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
確
認
で
き
た
の

は
文
化
一
四
（
一
八
一
七
）
年
に
大
槻
玄
沢
の
芝
蘭
堂
に
入
門
し
た
渡

辺
三
折
の
み
で
あ
る
			21

。

　

一
九
世
紀
中
頃
に
な
る
と
中
津
藩
の
動
き
は
さ
ら
に
活
発
に
な
っ
た
。

安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
に
福
澤
諭
吉
が
江
戸
出
府
を
命
じ
ら
れ
、
中

津
藩
中
屋
敷
に
蘭
学
塾
を
開
設
し
た
話
は
繰
り
返
し
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
以
降
に
は
小
幡
杏
平
、
和
田
克
太
郎
、
和
田

慎
二
郎
、
小
幡
篤
次
郎
、
小
幡
仁
三
郎
、
濱
野
丑
之
助
、
三
輪
光
五

郎
、
小
幡
貞
次
郎
、
服
部
浅
之
助
、
小
幡
弥
、
神
尾
久
吉
、
古
宇
田
松
吉
、

佐
伯
左
中
ら
が
江
戸
の
中
屋
敷
に
赴
い
た
			22

。

　

嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
に
江
戸
で
「
五
月
塾
」
を
開
き
、
主
に
兵

学
を
教
え
て
い
た
蘭
学
者
・
佐
久
間
象
山
（
一
八
一
一
〜
一
八
六
四
）

の
も
と
に
は
、
同
年
に
広
瀬
誠
蔵
、
中
西
忠
蔵
、
中
西
猪
太
郎
ら
一
五

名
が
続
々
と
入
門
し
た
。
そ
の
中
に
は
奥
平
大
膳
太
夫
様
御
家
来
・

恩
田
半
五
太
郎
と
簗
由
記
と
い
う
名
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
嘉
永
六

（
一
八
五
三
）
年
お
よ
び
翌
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
の
ペ
リ
ー
艦
隊

の
浦
賀
へ
の
来
航
に
触
発
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
名
が
五
月
塾
の
門
を
叩

い
た
			23

。

　

文
化
一
四
（
一
八
一
七
）
年
に
中
津
出
身
の
大
江
元
剛
、
大
原
信
卿
、

大
江
貫
恕
が
辞
書
『
訳
鍵
』
や
『
和
蘭
語
法
解
』（
文
化
九
）
で
知
ら

れ
た
京
都
の
藤
林
普
山
に
師
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
			24

。
そ
の
他
の
京

都
へ
の
遊
学
事
例
は
ま
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
江
戸
に
赴
く
に
あ

た
っ
て
京
都
で
医
師
と
の
接
触
や
短
期
滞
在
を
行
う
こ
と
も
さ
ほ
ど
稀

な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
三
、
長
崎
遊
学

　

西
洋
の
学
問
や
技
術
に
関
心
を
持
つ
者
に
と
っ
て
長
崎
は
大
変
魅
力

的
な
遊
学
先
だ
っ
た
。
平
松
勘
治
『
長
崎
遊
学
者
辞
典
』
に
は
八
二
〇

人
の
名
が
集
録
さ
れ
て
い
る
が
			25

、
国
内
の
在
村
蘭
学
者
の
数
を
考
え

る
と
、
遊
学
者
の
総
数
は
そ
れ
よ
り
遙
か
に
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

彼
ら
は
舶
来
の
も
の
や
情
報
を
入
手
し
、
同
じ
志
を
持
つ
遊
学
者
た
ち

と
の
交
流
に
よ
っ
て
全
国
各
地
の
状
況
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
、
と

き
に
は
終
生
変
わ
ら
ぬ
親
交
を
結
ん
だ
。
一
八
世
紀
末
頃
か
ら
は
京
都
、

大
坂
、
江
戸
に
も
蘭
学
塾
が
開
設
さ
れ
、
各
地
に
新
た
な
蘭
学
拠
点
が

誕
生
し
た
が
、
長
崎
の
輝
き
が
色
褪
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
医
師
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
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か
っ
た
。
出
島
商
館
へ
の
出
入
り
に
は
長
崎
奉
行
の
許
可
が
必
要
で
、

阿
蘭
陀
通
詞
を
介
し
て
の
指
導
に
は
奉
行
と
商
館
長
両
方
の
了
解
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
多
く
の
場
合
、
身
分
が
高
く
広
い
人

脈
を
持
っ
た
藩
主
な
ど
の
後
ろ
盾
が
必
要
だ
っ
た
。
中
津
関
連
で
一
七

世
紀
に
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
上
述
の
平
田
道
巴
の

父
・
平
田
長
太
夫
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
長
太
夫
の
指
導
を
担
当
し

た
の
は
一
六
六
五
年
一
〇
月
よ
り
二
年
間
出
島
で
勤
務
し
た
下
位
外
科

医
ラ
イ
エ
ン
（Cornelisz	de	Layen

）
と
翌
一
六
六
六
年
一
〇
月
か

ら
病
で
亡
く
な
る
一
六
六
九
年
一
月
九
日
ま
で
上
位
外
科
医
を
務
め
た

デ
ィ
ル
ク
ス
（A

rnout	D
ircksz

）
だ
っ
た
。
一
連
の
写
本
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、デ
ィ
ル
ク
ス
は
多
く
の
「
弟
子
」
に
骨
折
と
脱
臼
の
手
当
て
、

創
の
縫
合
法
、
瀉
血
法
お
よ
び
数
々
の
膏
薬
方
を
紹
介
し
、
初
期
紅
毛

流
外
科
の
普
及
に
大
い
に
貢
献
し
た
			26

。

　

ほ
ぼ
同
じ
頃
に
出
島
の
外
に
も
新
し
い
学
習
の
場
が
現
れ
た
。

一
六
五
〇
年
代
か
ら
歴
代
の
商
館
医
の
通
訳
を
務
め
、
幕
府
や
奉
行
所

の
た
め
に
そ
れ
に
関
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
た
阿
蘭
陀
通
詞
の
一

部
が
私
塾
を
開
い
て
紅
毛
流
医
学
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
世
紀
に
入
る
と
、
と
り
わ
け
本
木
家
、
楢
林
家
、
吉
雄
家
が
収
集

し
て
い
た
医
書
、
医
療
道
具
、
治
療
薬
、
単
語
帳
、
洋
書
の
抄
訳
、
各

種
報
告
の
写
し
な
ど
が
全
国
各
地
か
ら
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

遊
学
は
成
功
す
れ
ば
最
新
の
知
識
を
修
得
し
て
帰
郷
で
き
る
が
、
常
に

大
き
な
収
穫
を
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
旅
費
や
滞
在
費
の
確

保
が
遊
学
の
成
果
を
大
き
く
左
右
し
た
。
福
澤
諭
吉
は
中
津
藩
下
級
武

士
の
息
子
で
、
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
に
長
崎
の
光
永
寺
や
砲
術
家

山
本
物
次
郎
の
家
に
居
候
し
、
か
ろ
う
じ
て
食
べ
る
も
の
に
は
困
ら
な

か
っ
た
が
、
入
門
す
る
た
め
の
資
金
が
な
く
、
医
者
の
家
の
玄
関
で
そ

の
門
弟
か
ら
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
読
み
方
を
教
わ
っ
た
			27

。

　
四
、
屋
形
家
と
屋
形
諸
道

　
「
屋
形
家
系
図
」
に
よ
れ
ば
、
屋
形
家
は
も
と
も
と
は
宇
佐
大
宮
司

家
の
宇
佐
守し

ゅ

節せ
つ

に
遡
る
家
系
で
あ
る
			28

。
宇
佐
氏
は
八
代
に
わ
た
っ
て

権
大
宮
司
職
を
務
め
な
が
ら
、
宇
佐
宮
と
関
係
の
深
い
大
根
川
神
社
の

社
司
を
兼
務
し
て
い
た
			29

。
一
四
世
紀
以
降
は
神
職
か
ら
離
れ
、
屋
形

と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る
が
、
屋
形
米
二
郎
文
書
に
よ
れ
ば
、

一
八
世
紀
頃
ま
で
宇
佐
宮
神
官
を
務
め
て
い
た
よ
う
だ
。
現
在
の
本
耶

馬
溪
地
域
に
あ
た
る
豊
前
下
毛
郡
曽
木
組
西
屋
形
村
で
医
業
を
始
め
た

の
は
屋
形
諸
道
で
あ
る
。
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
に
死
去
し
た
先
代

の
屋
形
諸
栄
（
嘉か

助す
け

）
に
は
嗣
子
が
な
く
、
養
弟
諸
道
が
家
督
を
相
続

し
た
。
諸
道
の
称
は
養
民
で
号
は
来
徳
			30

。
ま
た
、
屋
形
家
で
医
業
を

始
め
た
と
き
に
は
梁
と
い
う
苗
字
を
用
い
た
。

「
諸
道　

称
養
民
号
来
徳
始
メ
以
医
為
業　

以
梁
字
訓
屋
形
／
室

秣
村
			31

稲
用
氏
女
／
文
政
九
年
十
一
月
廾
三
日
卒
／
諸
文　

称
元

亨
継
医
為
業
／
室
中
津
奥
平
臣
廣
瀬
氏
女
／
天
保
十
一
子
九
月
三

日
卒
」。

　

こ
の
系
図
に
よ
れ
ば
、
諸
道
は
文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
一
一
月

二
三
日
に
死
去
し
て
い
る
。
天
保
一
一
（
一
八
四
〇
）
年
に
成
立
し
た
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下
毛
郡
西
屋
形
村
庄
屋
の
「
記
録
并
聞
書
扣
帳
」
は
、
諸
道
の
生
誕
を

延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
と
し
て
い
る
。

「
○
延
享
三
寅
年
、
養
民
出
生
、
文
政
九
戌
十
一
月
廿
三
日
死
去
、

八
拾
壱
才
也
、
養
民
ゟ
医
師
株
相
初

ル

、
／
天
明
八
申
年
、
養
民

忰
元
亨
出
生
、
天
保
十
一
子
九
月
三
日
、
五
拾
三
才

に
て

死
去
、
／

○
嘉
永
三
戌
二
月
廿
六
日
、
元
亨　

死
去
、
歳
五
十
九
歳
、
中
津

廣
瀬
氏
ゟ
来

ル

」
			32

　

諸
道
に
よ
る
写
本
に
は
、
さ
ら
に
「
以
文
諸
道
」、「
羅
山
梁
来
徳
」

お
よ
び
「
梁
養
民
叔
恵
」
の
名
も
見
ら
れ
る
。
彼
は
中
国
の
古
典
に
も

精
通
し
て
お
り
、『
書
経
』
の
名
句
「
政
在
養
民
（
政
は
民
を
養
う
に

あ
り
）
			33

」
に
因
ん
だ
「
養
民
」
の
名
は
、
村
役
人
と
し
て
の
諸
道
の

姿
勢
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
以
文
」
は
漢
代
の
代
表

的
な
文
芸
「
賦
」
に
初
め
て
見
ら
れ
る
「
以
文
為
賦
」
と
い
う
散
文
的

な
手
法
の
こ
と
で
あ
る
。

　

天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
に
生
ま
れ
た
諸
道
の
長
男
諸
文
（
簗
、元
亭
）

は
医
業
を
継
ぎ
、
奥
平
家
臣
廣
瀬
氏
よ
り
妻
を
娶
り
			34

、
御
典
医
村
上

玄
水
が
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
に
行
っ
た
九
州
で
二
番
目
の
人
体
解

剖
に
も
立
ち
会
っ
て
い
る
			35

。
諸
文
が
死
去
し
た
天
保
一
一（
一
八
四
〇
）

年
の
翌
年
に
次
男
の
養
民
（
謙け

ん

司じ

、
新し

ん

蔵ぞ
う

）
が
家
督
と
医
業
を
継
い
だ
。

養
民
謙
司
は
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
八
月
よ
り
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）

年
七
月
ま
で
大
江
雲
澤
に
「
内
治
、
外
科
、
産
科
」
を
学
び
、
明
治
期

に
入
っ
て
か
ら
名
主
（
庄
屋
）
の
継
承
を
弟
の
諸
貞
に
譲
り
、
自
ら
は

種
痘
医
資
格
も
取
得
し
て
医
業
と
寺
子
屋
の
運
営
に
専
念
し
た
			36

。

　

藩
領
の
奥
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
諸
道
が
医
業
を
選
ん
だ
動
機
は
現
存

資
料
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
。
一
八
世
紀
前
半
ま
で
は
山
間
部
で
は
医

師
が
い
な
い
村
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
			37

。
青
木
歳
幸
は
江
戸
後
期
に
村

医
の
数
が
大
幅
に
増
え
た
時
代
的
背
景
に
つ
い
て
、
吉
宗
時
代
に
行
わ

れ
た
「
薬
草
政
策
」
に
着
目
し
、
当
時
の
薬
草
・
薬
種
の
全
国
的
調
査

に
よ
る
村
役
人
ら
の
関
心
の
高
ま
り
と
、
同
時
期
に
普
及
し
て
い
た

寺
子
屋
な
ど
の
民
間
教
育
の
役
割
を
挙
げ
て
い
る
			38

。
こ
の
二
点
に
関

し
て
は
中
津
地
方
も
、
そ
の
他
の
地
域
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
各
地
域
の
特
殊
性
も
あ
っ
た
。
元
和
八（
一
六
二
二
）年
の「
豊

前
国
下
毛
郡
人
畜
改
帳
」に
よ
れ
ば
、屋
形
地
方
の
人
口
は「
東
屋
方
村
」

一
三
一
人
、「
今
行
村
」
一
一
一
人
、「
下
屋
方
村
」
二
四
人
、「
西
屋
方
村
」

一
五
八
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
四
つ
の
村
に
計
二
四
頭
の

牛
と
一
五
頭
の
馬
が
飼
わ
れ
て
い
た
			39

。
狭
い
谷
で
の
生
産
手
段
は
限

ら
れ
て
い
た
の
で
、
一
八
世
紀
ま
で
に
人
口
が
大
幅
に
増
え
た
と
は
考

え
に
く
い
。
中
津
藩
の
城
下
町
か
ら
約
一
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
屋

図
一
　
中
津
町
と
屋
形
地
方
の
略
図



53

形
地
方
で
専
門
的
治
療
を
受
け
る
の
は
困
難
だ
っ
た
。
疫
病
が
流
行
し

た
際
に
は
感
染
の
拡
大
と
農
業
人
口
の
減
少
を
防
ぐ
た
め
、
中
津
藩
が

請
願
に
応
じ
て
医
師
を
派
遣
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
平
時
に
は
病
気

や
怪
我
の
対
応
は
地
元
に
任
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
村
民
の
教
育
水

準
の
向
上
と
と
も
に
専
門
的
治
療
を
望
む
声
が
大
き
く
な
り
、
藩
と
村

民
と
の
間
に
立
つ
村
役
人
ら
も
対
策
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
青
木
歳
幸
の
研
究
に
よ
れ
ば
他
地
区
か

ら
の
医
師
の
「
村
方
引
請
」
			40

は
、
屋
形
地
方
で
は
困
難
だ
っ
た
よ
う
だ
。

諸
道
が
屋
形
で
の
開
業
を
決
意
し
た
の
は
、
収
入
を
得
る
目
的
よ
り
も
、

屋
形
の
無
医
村
状
態
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
責
任
感
と
奉
仕
精
神
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
五
、
諸
道
に
よ
る
写
本

　

年
記
や
諸
道
の
名
称
が
示
さ
れ
て
い
る
書
物
の
大
半
は
、
楷
書
体
の

漢
文
と
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
楷
書
・

行
書
が
混
ざ
っ
た
書
体
が
用
い
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
と
り
わ
け
薬
方

を
列
記
す
る
際
に
欄
外
に
付
さ
れ
て
い
る
山
型
（
∧
）
と
三
角
形
（
△
）

の
印
は
、
屋
形
家
資
料
の
そ
の
他
の
医
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。
異
体

字
や
略
字
は
少
な
い
。
楷
書
体
の
写
本
に
関
し
て
、「
△
」
や
「
∧
」、

「
毉
			41

」、「
風
」、「
疒
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
横
線
と
縦
線
の
繋
が
っ
て
い

な
い
点
や
「
女
」、「
阝
」（
こ
ざ
と
へ
ん
）
な
ど
の
特
徴
を
元
に
、
年

記
と
名
称
の
な
い
写
本
の
中
に
も
諸
道
の
筆
写
と
認
定
で
き
る
も
の
が

あ
る
。

　

医
学
関
連
の
最
初
の
史
料
は
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
に
「
成
恒
村
」

で
写
さ
れ
た
「
医
方
思
弁
秡
」
お
よ
び
「
医
方
思
弁
攷
」（
図
二
）
で
あ
る
。

こ
の
書
は
一
八
世
紀
初
頭
の
豊
後
国
の
医
者
森
村
玄
龍
に
よ
る
も
の
で

あ
る
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
新
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は

書
名
、
著
者
名
の
ど
ち
ら
も
登
録
さ
れ
て
い
な
い
。
玄
龍
は
病
類
別
に

一
連
の
疾
患
を
取
り
上
げ
、
そ
の
病
理
と
治
療
方
法
を
詳
細
に
述
べ
て

い
る
。
各
種
の
病
に
関
す
る
説
明
に
あ
た
り
、玄
龍
は
「
眞
氏
」、「
朋
氏
」、

「
朱
氏
」、「
金
匱
」、「
伝
」、「
易
老
」、「
虞
氏
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
い
る
。

・「
醫
方
思
辨
秡　

全
」（
外
題
）
一
冊
、
三
六
丁
（
屋
形
家
・
五
五
）

　

一
〜
三
四
丁　
「
中
風
」、「
烏
藥
順
氣
散
」、「
八
味
順
氣
散
」、「
雲

林
敗
毒
散
」、「
異
功
散
」、［
・
・
・
］「
秘
傳
正
氣
散
」、「
川
芎
散
」、

「
人
参
川
芎
散
」

　

三
五
〜
三
六
丁　
「
醫
方
思
辨
目
録
／
中
風
一　
　

傷
寒
二　
　

中

寒
三　

疾
四　
　

痢
疾
五　
　

泄
瀉
六　

咳
嗽
七　

疼
飲
八　

諸

氣
九　

頭
痛
十　
　

水
腫
十
一　
　

血
症
十
二　
　

淋
疾
十
三　
　

図
二
　「
醫
方
思
辨
秡
序
」（
一
丁
）



54

小
便
閉
十
四　
　

面
疾
十
五　
　

口
舌
部
十
六　
　

眼
疾
十
七　
　

腹
痛
十
八
／
／
腹
痛
十
九　

癰
疽
廿　
　

瘰
癧
廿
一　

楊
梅
瘡
廿
二　

婦
人
科
廿
三　
　

子
懸
廿
四　
　

胎
動
廿
五　
　

産
後
廿
六　
　

小

児
科
廿
七　
　

驚
風　
　

発
搐
廿
八　
　

感
冒
廿
九　
　

泄
瀉
三
十　
　

咳
嗽
三
十
一
／

　

醫
方
思
辨
終
／
明
和
四
亥
二
月
日
」

　
［
裏
表
紙
］　
「
屋
形
氏
」

・「
醫
方
思
辨
」（
外
題
）
二
冊
三
巻
、（
天
）
一
〇
一
丁
、（
地
）

一
〇
二
丁
（
屋
形
家
・
五
四
）

　
［
天
巻
］

　

一
〜
二
丁　
　
「
醫
方
思
辨
攷
序
」

　

二
丁　
　
「
于
時
正
徳
六
歳
在
丙
申
中
陽
上
澣
端
龍
山
室
桑
門
知
言　

正
徳
六
（
一
七
一
六
）
年
」

　

三
〜
丁　
「
醫
方
思
弁
巻
之
一
／
中
風
一　

傷
寒
二　

中
寒
三　

中

暑
四　

霍
乱
五　

中
濕
六　

飲
食
七　

内
傷
八　

爵
症
九　

瘧
疾
十　

痢
疾
十
一　

泄
瀉
十
二　

咳
嗽
十
三
」

　
［
地
巻
］

　

一
丁　
　
「
医
方
思
辨
巻
之
三
／
眼
疾
一　

結
核
二　

梅
樓
氣
三　

癭
瘤
四　

肺
癰
五　

肺
痿
六　

心
痛
七　

腋
痛
八　

腰
痛
九　

脇
痛

十　

臂
痛
十
一　

痛
風
十
二　

背
痛
十
三　

脚
氣
十
四　

黄
疸
十
五　

㿀
疹
十
六　

癰
疽
十
七　

瘰
癧
十
八　

金
瘡
十
九　

損
傷
二
十　

破

傷
風
廿
一　

便
毒
廿
二　

下
痢
廿
三　

楊
梅
瘡
廿
四　

疥
瘡
廿
五　

癬
瘡
廿
六　

痜
瘡
廿
七　

癘
風
廿
八　

殿
風
廿
九　

中
毒
三
十
」

　

一
〇
一
丁　
「
森
村
玄
龍
述
之
」、「
豊
陽
後
医
竿
貞
舎
玄
竜
自
書
於

成
恒
邑
室
」

　

巻
頭
で
引
用
さ
れ
る
「
臨
川
呉
氏
」
は
、
死
後
に
臨
川
郡
公
に
追
封

さ
れ
た
元
代
中
国
の
学
者
呉
澄
（
一
二
四
九
〜
一
三
三
三
年
）
で
あ
る
。

呉
澄
は
『
草
盧
集
』
や
『
易
纂
言
』
な
ど
を
著
し
た
			42

。
こ
れ
ら
は
医

療
に
利
用
す
る
た
め
と
い
う
よ
り
、
儒
学
の
勉
強
の
一
環
と
し
て
作
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

・「
易
学
啓
蒙
切
紙
伝
授
」
			43

（
外
題
）
一
冊
、
二
五
丁
。（
屋
形
家
・

一
三
九
）

　
［
見
返
し
］　
「
黒
附
総
計
二
拾
五
枚　

梁
綏
克
紹
」

一
〜
二
一
丁　
「
河
圖
」、「
往
一
圍
三
圖
」、「
往
一
圍
四
圖
」、「
井

田
圖
」、「
八
卦
」、「
南
郭
対
極
両
儀
四
象
八
卦
圖
」、「
文
王
八
卦
圖
」、

図
三
　「
易
学
啓
蒙
切
紙
伝
授
」（
巻
頭
）
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「
四
季
河
圖
」、「
文
王
交
易
八
卦
圖
」、「
明
蓍
策
第
三
」、「
四
聖
人

掛
物
圖
」、「
蓍
箇
図
並
臺
圖
」、」、「
狀
圖
」、「
木
格
圖
」

　

二
二
〜
二
五
丁　
「
九
疇
」、「
明
蓍
策
」

　

二
五
丁　
「
明
和
四
亥
丁
秋
／
於
成
恒
書
／
屋
形
以
文
諸
道
」

　

明
和
六（
一
七
六
九
）年
の
春
に
作
成
さ
れ
た
無
題
の
一
冊（
屋
形
家
・

五
一
）
は
「
中
風
」、「
感
冒
」
な
ど
に
用
い
る
湯
薬
、
丸
薬
、
散
薬
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
上
述
の
「
医
方
思
辨
」
と
の
類
似
点
が
見
ら
れ

る
が
、「
瀧
長
庵
傳
」、「
路
安
傳
」、「
小
稲
氏
傳
」、「
亀
塚
都
聞
傳
」、「
上

田
氏
傳
」、「
高
屋
惣
兵
衛
傳
」
な
ど
幅
広
く
集
め
た
薬
方
も
少
な
く
な

い
。
巻
末
に
地
元
の
「
棟
形
氏
」
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。

・［
無
題
］
一
冊
、
七
九
丁
（
屋
形
家
・
五
一
）

　

一
〜
二
丁　
「
中
風
」（
治
療
薬
：「
養
栄
通
気
湯
」、「
風
順
氣
湯
」、「
順

和
丸
」、「
八
味
順
氣
」）

　

三
〜
七
七
丁　
「
感
冒
」、「
傷
寒
」、「
中
暑
」、「
湿
症
」、「
食
傷
」、「
泄

瀉
」、「
痢
疾
」、「
疼
飲
」、「
咳
嗽
」、「
諸
氣
」、「
喘
急
」、「
積
聚
」、「
頭

痛
」、「
汗
症
」、「
淋
病
」、「
遺
尿
」、「
黄
疸
」、「
麻
痺
」、「
血
症
」、「
秘

結
」、「
水
腫
」、「
補
益
」、「
虚
労
」、「
咽
喉
」、「
眼
病
」、「
鼻
病
」、「
嘔

吐
」、「
反
胃
」、「
痞
漏
」、「
皷
脹
」、「
梅
核
氣
」、「
痔
漏
」、「
脱
肛
」、

「
腹
痛
」、「
腰
痛
」、「
通
風
」、「
疝
気
」、「
消
渇
」、「
丹
毒
」、「
癰
疽
」、

「
癰
疽
疔
」、「
便
毒
」、「
下
痔
」、「
金
瘡
」、「
破
傷
風
」、「
中
毒
」、「
婦

人
」、「
崩
漏
」、「
血
積
」、「
婦
人
虚
損
」、「
血
風
」、「
隂
門
諸
痛
」、「
隂

瘡
」、「
安
胎
」、「
悪
阻
」、「
子
煩
」、「
子
癇
」、「
子
懸
」、「
子
腫
」、「
子

気
」、「
子
淋
」、「
転
胞
」、「
漏
下
」、「
子
動
」、「
傷
寒
」、「
胎
死
」、「
催

生
門
」、「
小
産
」、「
産
後
」、「
乳
汁
不
通
」、「
乳
癰
」、「
小
児
之
部
」、

「
雑
胞
之
部
」「
癩
病
一
流　

玄
省
傳
」、「
瘡
毒
一
流　

同
傳
」、「
治

疝
気
方
」、「
小
児
要
方
」、「
口
中
部
」、「
小
児
方
」、「
外
科
膏
藥
之
部
」、

「
淋
病
」、「
虫
下
」、「
霍
乱
之
薬
」、「
唐
瘡
主
方
」、［
・
・
・
］「
癲

癇
」、「
血
留
」、「
金
瘡
油　

上
田
氏
傳
」、「
突
目
薬
」、「
咽
気
妙
薬
」、

［
・
・
・
］「
突
目
薬
」、「
疲
癬
瘡
摺
薬
」

　

七
八
丁　
「
明
和
六
巳
丑
孟
春
吉
日
／
屋
形
以
文
諸
道
書
」

　

七
九
丁　
「
家
伝
木
香
丸　

中
津
棟
形
氏
伝
」、「
通
風
主
方　

高
屋

惣
兵
衛
伝
」

　

同
じ
時
期
に
作
成
さ
れ
た
「
脉
訣
」（
図
四
）
で
は
、
数
編
の
重
要

な
医
書
を
参
照
し
て
お
り
、「
脉
訣
攷
證
」
は
、
宋
の
医
学
者
・
崔

嘉
彦
の
『
脉
訣
』
と
そ
れ
を
整
理
し
た
清
の
医
官
・
王
道
純
（
？
〜

図
四
　「
脉
訣
」（
一
丁
）
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一
六
四
四
）
に
よ
る
『
脉
訣
攷
證
』
に
遡
る
。
続
き
に
は
明
の
医
学
者
・

趙
繼
宗
に
よ
る
儒
医
の
医
道
に
関
す
る
記
述
			44

お
よ
び
曲
直
瀬
道
三
の

『
脉
訣
簡
略
』			45
と
「
診
捷
脉
訣
」（
一
五
八
九
）
が
あ
る
。
一
冊
目
は
「
三

焦
辨
議
」
で
終
わ
り
、
二
冊
目
は
「
五
臓
六
腑
之
辨
」
で
あ
る
。

・「
脉
訣
」
二
冊
、
四
五
丁
・
五
一
丁
（
屋
形
家
・
三
五
二
）

　
　
［
一
冊
目
］

　

一
丁　
　
「
醫
非
小
道
之
苦
難
」

　

四
丁　
　
「
終　

全
／
脉
訣
攷
證　

全
」、「
脉
訣
非
和
書
」

　

一
三
丁　
　
「
慈
谿
趙
繼
宗
敬
齋
著
述
醫
道
」

　

二
一
丁　
　
「
脉
訣
簡
略
」

　

三
〇
丁　
　
「
診
捷
脉
訣
」

　

三
八
丁　
　
「
寔
天
正
十
七
（
一
五
八
九
）
年　

日
陽
洛
下
盍
静
翁

／
三
月
吉
辰
日　

雖
知
苦
斎
			46

／
道
三
撰
之
」

　

三
九
丁　
「
三
焦
辨
議　

全
」

　

四
五
丁　
「
明
和
六
戊
丑
三
月
吉
日
書　

屋
形
以
文
諸
道
」

　
　
［
二
冊
目
］

　

九
丁　
　
「
五
臓
六
腑
之
辨
序
」

　

五
一
丁　
「
明
和
六
戌
丑
四
月
吉
辰
」

　

抜
粋
や
覚
書
が
収
録
さ
れ
た
「
小
児
科
」（
図
五
）
で
は
、
と
り
わ

け
北
宋
の
小
児
科
医
・
錢
乙
（
一
〇
三
二
頃
〜
一
一
一
三
）
の
名
著
『
銭

氏
小
児
直
訣
』
に
基
づ
く
「
銭
氏
小
児
証
論
抜
書
」
が
注
目
に
値
す
る
。

錢
乙
の
本
は
明
の
医
師
・
薛
鎧
に
よ
る
校
註
版
が
日
本
に
も
強
い
影
響

を
与
え
た
			47

。
同
写
本
に
見
ら
れ
る
「
防
州
山
口
府
成
恒
種
矩
」
に
つ

い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
同
写
本
に
初
め
て
「
阿

蘭
陀
流
」
の
薬
方
が
現
れ
る
。

　

五
二
丁

・「
小
兒
科
」（
内
題
）
一
冊
、
七
二
丁
（
屋
形
家
・
五
二
）

　

一
丁　
　
「
小
兒
科
」

　

二
丁　
　
「
銭
氏
小
兒
証
論
抜
書
」

　

一
〜
十
七
丁　
「
小
兒
科
」
の
定
義
、「
小
兒
死
証
」、「
兒
死
証
十
五

候
歌
」

　

一
八
丁　
「
於
防
州
山
口
府
成
恒
種
矩
相
伝
の
秘
々
密
々
書
可
慎
千

金
万
宝
不
如
之
可
崇
云
云
／
天
文
三
年
二
月
日　

種
矩
」

　

十
九
丁
〜　
［
各
種
薬
方
］

　

六
六
丁　
「
阿
蘭
陀
流
」、「
秘
傳
一
乱
膏
」、「
白
膏
」、「
青
膏
」、「
大

　

乙
膏
」、「
赤
膏
」

図
五
　「
小
兒
科
」（
一
丁
）
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五
二
丁　
「
明
和
六
日
巳
丑
天
首
春
吉
日
」

　

写
本
「
小
兒
治
方
」
は
、
牛
糞
を
用
い
る
家
伝
薬
か
ら
、
南
蛮
人
が

も
た
ら
し
た
タ
バ
コ
を
混
ぜ
込
ん
だ
青
膏
や
、
漢
方
系
の
各
種
治
療
薬

ま
で
、
そ
の
内
容
と
用
法
を
十
二
丁
に
わ
た
っ
て
収
録
し
て
い
る
。
そ

の
続
き
に
記
さ
れ
て
い
る
「
淋
病
ノ
妙
藥
」
な
ど
の
薬
方
の
多
く
は
小

児
科
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

・「
小
兒
治
方
」（
内
題
）
一
冊
、
三
五
丁
（
屋
形
家
・
二
八
六
）

　

一
丁　
「
小
兒
治
方
」（（「
小
兒
イ
エ
藥
」、「
万
録
丸
」、「
青
膏
」、「
瑠

璃
膏
」、「
赤
膏
」、「
白
膏
」、「
押
薬
」、「
補
心
湯
」、「
唐
瘡
内
薬
」、「
癩

瘡
内
薬
」

　

二
〜
一
四
丁　
「
小
兒
科
」（「
五
疳
万
病
良
方
」、「
肺
疳
」、「
脾
疳
」、

「
肝
疳
」、「
脾
疳
薬
」、「
肝
疳
薬
」、「
腎
疳
薬
」、「
消
蟲
圓
」、「
五
疳
薬
」、

［
・・・
］「
ヒ
セ
ン
瘡
付
薬
（=

皮
癬
瘡
付
薬
）」、「
萬
膏
法
流
」、「
秘

頭
膏
」、「
萬
能
膏
」、「
大
市
膏
」、「
城
朱
膏
」、「
萬
應
紫
金
膏
」、「
チ

リ
膏
」、［
・
・
・
］「
ヒ
セ
ン
瘡
付
薬
」）

　

一
四
丁　
「
右
秘
密
之
一
冊
拙
老
一
期
之
法
傳
進
之
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舒
閑

　
　
　
　
　

于
時
明
和
六
丑
十
月
吉
辰
／
右
墨
付
紙
十
三
枚
」

　

一
五
〜
三
四
丁　
「
淋
病
ノ
妙
藥
」［
・
・
・
］「
腫
氣
ニ
ハ
分
心
氣
飲
」

　

三
五
丁　
「
切
紙
伝
授
終
／
屋
形
以
文
諸
道
」

　

諸
道
は
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
五
月
に
「
灸
法
要
穴
」（
図
六
）

を
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
底
本
の
著
者
味あ

じ

岡お
か

三
伯
（
一
六
二
九
〜

一
六
九
八
）
は
、
後
世
派
別
派
を
樹
立
し
た
饗あ

え

庭ば

東
庵
（
一
六
一
五
〜

一
六
七
三
）
に
師
事
し
た
京
都
の
医
師
で
あ
る
			48

。
著
者
名
な
ど
の
記

載
が
な
い
同
様
の
写
本
が
龍
谷
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
			49

。

・「
灸
法
要
穴
」（
内
題
）
一
冊
、
一
九
丁
（
屋
形
家
・
四
三
）

　

表
紙
裏　
「
灸
法
要
穴
」

　

一
丁　
　
「
灸
法
要
穴　

味
岡
三
伯
撰
／
京
師
人
也
」

　

一
〜
一
三
丁　
「
取
穴
寸
尺
説
」、「
中
指
同
身
寸
法
」、「
頭
部
一
穴
」、

「
胸
部
三
穴
」、［
・
・
・
］「
四
花
六
穴
」

　

一
三
丁　
「
灸
法
要
訣
穴
畢
／
明
和
八
辛
卯
歳
皐
月
吉
日
」

　

十
五
丁　
「
病
名
語
彙
解
巻
四
抜
書
」

図
六
　「
灸
法
要
穴
」（
一
丁
）
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明
和
八
（
一
七
七
一
）
〜
安
永
元
（
一
七
七
二
）
年
後
半
に
完
成
し

た
写
本
（
屋
形
家
・
四
九
）
で
、
諸
道
は
「
黄
帝
内
経
霊
樞
」
お
よ
び

儒
学
者
宇
佐
美
灊し

ん

水す
い（

一
七
一
〇
〜
一
七
七
六
）が
明
和
元（
一
七
六
四
）

年
に
刊
行
し
た
荻
生
徂
徠
の
「
古
文
矩
」
			50

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

・「
黄
帝
内
経
霊
樞
」（
内
題
）
一
冊
、
五
二
丁
（
屋
形
家
・
四
九
）

　
［
表
紙
裏
］　
「
明
和
八
辛
卯
仲
秋
六
日
」

　

一
丁　
　
「
黄
帝
内
経
霊
樞
巻
第
一	

九
鍼
十
二
原
［
篇
］
第
一
」

　

三
九
丁　
「
霊
枢
終
明
和
八
年
卯
極
月
廿
日
」

　
　
　
　
　
「
徂
徠
先
生
古
文
矩
」

　

四
七
丁　
「
古
文
矩
終　

安
永
元
年
冬
十
一
月
十
二
日
」

　

安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
に
諸
道
は
京
都
に
赴
き
、
冨
小
路
二
條
上

町
の
学
舎
で
灸
穴
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
写
本「
灸
穴
定
法　

全
」（
図
七
）

は
、
全
身
の
灸
点
の
場
所
を
説
明
し
て
い
る
。
同
名
の
底
本
の
存
在
は

確
認
で
き
て
い
な
い
。

・「
灸
穴
定
法　

全
」（
外
題
）
一
冊
、
二
〇
丁
（
屋
形
家
・
三
四
八
）

　

一
丁　
　
「
手
太
隂
肺
経
十
一
穴
」［
・
・
・
］

　

三
〇
丁　
「
于
時
安
永
二

癸
巳

三
月
朔
日
京
師
於
冨
小
路
二
條
上
町
井

筒
屋
裏
學
斎
冩
之
／
梁
信
藏
」（
朱
書
）

　

安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
に
諸
道
は
中
津
で
藩
の
儒
学
者
倉
成
龍
渚

に
師
事
し
て
い
る
。
そ
の
年
に
作
成
さ
れ
た
二
冊
の
写
本
に
つ
い
て
は

大
島
明
秀
が
す
で
に
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
			51

。「
安
永
四
年
正
月
吉

日　

講
主
龍
渚
先
生　

詩
經
」（
屋
形
家
・
三
三
八
）
の
外
題
に
「
詩
經
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
南
宋
の
朱
熹
が
著
し
た
『
周
易
本
義
』

の
注
釈
お
よ
び
「
采
藥
漫
筆
」
と
い
う
本
草
を
中
心
と
し
た
語
彙
集
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
外
療
内
治
法
」
の
上
巻
が
紛
失
し
て
い
る
の
で
全
貌
は
わ
か
ら
な

い
が
、
下
巻
の
一
九
丁
に
「
三
因
方
」
と
い
う
宋
の
医
書
が
示
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
写
本
が
宋
の
医
師
・
陳
言
（
字
は
無
択
）
撰
『
三
因
極
一

病
源
論
』（
一
一
七
四
年
序
、
一
八
巻
）
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
			52

。
陳
無
択
は
『
素
問
』
を
解
釈
し
直
し
、
病
気
は
内
因
、
外
因

お
よ
び
不
内
外
因
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
い
う
「
三
因
学
説
」

を
提
唱
し
た
。
内
因
は
喜
怒
憂
思
悲
恐
驚
と
い
う
七
情
、
外
因
は
寒
暑

燥
湿
風
熱
の
六
因
、
不
内
外
因
は
、
飢
餓
、
飽
食
、
虎
狼
、
害
虫
、
金

図
七
　「
灸
穴
定
法
」（
三
〇
丁
）
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瘡
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
を
基
に
内
科
、
外
科
、
小
児
科
な
ど
の
病
気
を

記
し
た
『
三
因
極
一
病
源
論
』
は
数
多
く
の
処
方
を
提
案
し
、
広
く
注

目
を
集
め
た
			53

。

・「
外
療
内
治
法	

下
」（
外
題
、
朱
書
き
）
一
冊
、
二
二
丁
（
屋
形
家
・

三
四
九
）

　

一
〜
二
二
丁　
「
風
腫
風
毒
風
毒
腫
三
叚
之
論
」、「
氣
腫
」、「
瘰
癧

馬
刀
瘡
瘻
」、「
癭
瘤
」、「
便
毒
」、「
妬
清
瘡
」、「
陰
瘡
之
外
治
」、「
丹

毒
」、「
丹
毒
治
例
」、「
疥
癬
」、「
附
骨
疽　

是
脚
氣
ノ
毒
腫
也
」、「
右

治
例
」、「
乳
疾

付

乳
汁
」「
治
例
」

　

二
二
丁　
「
安
永
四
未
四
月
下
旬
豊
城
於
龍
渚
倉
先
生
之
宅
書
之
」

　

大
島
明
秀
が
分
析
し
た
「
医
籍
考
」
に
は
日
付
が
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
こ
の
典
籍
目
録
の
写
し
は
諸
道
が
伝
統
医
学
に
集
中
し
て
い
た
時

期
に
作
成
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
に
あ
る
同
名

の
資
料
は
、
野
津
玄
海
と
い
う
人
物
に
よ
る
も
の
で
あ
る
			54

。
日
本
医

学
会
が
一
九
三
四
年
に
開
催
し
た
「
醫
史
展
覽
會
」
の
目
録
で
は
「
医

籍
考
」
は
野
津
玄
海
の
著
者
自
筆
本
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
裏
付

け
る
証
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
			55

。

　

安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
の
秋
頃
に
諸
道
は
初
め
て
肥
前
国
の
長

崎
を
訪
れ
た
よ
う
だ
。
そ
こ
で
目
に
し
た
『
病
名
彙
解
』（
図
八
）
は
、

元
禄
・
享
保
頃
に
京
都
に
居
住
し
て
い
た
儒
医
蘆あ

し

川か
わ

桂
洲
の
著
書
で
あ

る
			56

。
現
存
す
る
の
は
、
七
巻
か
ら
な
る
底
本
の
最
初
の
二
巻
の
写
し

の
み
で
あ
る
。

・「
家
伝
病
名
彙
解
巻
之
一
」（
内
題
）、
一
冊
、
五
四
丁
（
屋
形
家
・

三
八
）

・「
家
伝
病
名
彙
解
巻
之
二　

自
不
至
須
」（
外
題
）
一
冊
、
三
〇
丁
（
屋

形
家
・
三
九
）

　

三
〇
丁　
「
肥
州
寄マ

マ

陽
嶌
田
道
噸
碩
／
安
永
四
未
之
孟
秋
写
焉
」

　

安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
に
諸
道
は
再
び
灸
法
に
つ
い
て
学
ん
で
い

る
。「
必
用
灸
穴
秘
訣
」（
図
九
）
は
古
医
方
派
の
先
駆
け
と
し
て
知
ら

れ
る
名
古
屋
玄
医
（
一
六
二
八
〜
一
六
九
六
）
が
延
宝
六
（
一
六
七
八
）

年
に
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
書
名
と
奥
書
の
写
本
が
東
京
大
学

に
あ
る
			57

。

　

こ
の
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
よ
り
諸
道
は
本
格
的
に
西
洋
医
学
を

学
ん
で
い
る
。「
必
用
灸
穴
秘
訣
」
に
続
く
「
癰
疽
礙
壓
論
」
は
、
伝

図
八
　「
家
伝
病
名
彙
解
巻
之
一
」（
一
丁
）
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統
医
学
と
は
異
な
り
「
陰
陽
虚
実
を
論
じ
な
い
崎
陽
瘍
医
」
に
よ
る
癰

疽
の
治
療
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

著
者
の
「
崌
山
楢
林
哲
伯
」
は
（
二
代
）
楢
林
栄
哲
（
一
七
三
七
〜

一
七
九
七
）
で
あ
る
。
名
は
高
茂
、
字
は
伯
由
、
号
は
崌
山
。
彼
は
松

浦
吉
重
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
早
く
に
父
を
失
い
、
初
代
栄
哲

の
養
嗣
と
な
っ
た
。
蘭
書
と
漢
医
方
の
書
に
精
通
し
、
門
弟
が
八
〇
余

人
も
い
た
。
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
か
ら
、
隠
居
の
身
と
な
っ
た
寛

政
八
（
一
七
九
六
）
年
ま
で
、
長
崎
の
鍋
島
氏
屋
敷
の
出
入
り
医
師
お

よ
び
佐
賀
藩
御
番
方
療
治
掛
を
務
め
た
。
著
作
と
し
て
「
楢
林
経
験
録
」

と
「
和
蘭
流
膏
薬
方
」
が
伝
わ
っ
て
い
る
			58

。
長
崎
で
諸
道
が
楢
林
栄

哲
と
出
会
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
栄
哲
の
「
癰
疽
礙
壓
論
」

（
図
一
〇
）
は
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
諸
道

の
写
本
は
そ
の
翌
年
に
大
通
詞
吉
雄
耕
牛
の
家
塾
成
秀
館
で
作
成
さ
れ

て
い
る
。

・「
必
用
灸
穴
秘
訣
」（
内
題
）
一
冊
、
五
六
丁
（
屋
形
家
・
四
〇
）

　

一
〜
四
二
丁　
「
必
用
灸
穴
秘
訣
」（「
定
大
推
法
」、「
人
神
」、「
長

病
日
」、「
瘟
㾮
神
」、「
扁
鵲
死
日
」、「
針
灸
善
凶
日
」、「
相
天
時
」、「
忌

癒
物
房
労
」、「
製
艾
葉
」、「
艾
炷
大
小
」、「
狀
壯
数
」、「
取
艾
火
法
」、

図
九
　「
必
用
灸
穴
秘
訣
」（
一
丁
）

図
一
〇
　「
癰
疽
礙
壓
論
」（
一
丁
）
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「
點
灸
法
」、「
灸
補
瀉
」、「
阿
是
穴
」、「
発
灸
瘡
」、「
洗
灸
瘡
」、「
貼

灸
瘡
」、「
保
養
」、「
定
髪
際
法
」、「
頭
面
部
」、「
喉
胸
心
腹
部
」、「
臍

下
部
」、「
背
部
第
二
行
」、「
背
三
行
」、「
肩
肘
手
腕
部
」、「
脚
腿
部
」）

　

四
二
丁　
「
延
宝
六
年

戊
午

自
二
月
廿
一
日
／
至
三
月
七
日
畢

　
　
　
　
　
　

名
古
屋
玄
醫
撰
」

　

四
三
丁　
「
安
永
五
年

甲
申

五
月
二
日
写
焉
羅
山
梁
来
徳
」

　

四
三
〜
四
五
丁　
「
称
呼
惣
名
」

　

四
五
〜
四
九
丁　
「
癰
疽
礙
壓
論
」

　

四
九
丁　
「
安
永
四

未

年
秋
九
月
／
崌
山
楢
林
哲
伯
由
甫
撰
」
			59

　

五
〇
丁　
「
安
永
五
次

丙
申

年
夏
六
月
念
四
日
／
長
崎
吉
雄
先
生
於
学

　

室
瀉
焉
」

　

成
秀
館
で
作
成
さ
れ
た
無
題
の
も
う
一
冊
（
屋
形
家
・
五
二
六
）

は
破
損
が
大
き
い
が
、
そ
の
内
容
の
大
半
は
確
認
で
き
る
。「
紅
毛

流
膏
薬
之
書
」
は
主
な
軟
薬
（
イ
ン
ク
エ
ン
テ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

unguento

）
と
膏
薬
（
エ
ム
フ
ラ
ス
ト
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語em

prasto

）

を
収
録
し
て
い
る
。「
羅
転
韻
」（
図
一
一
）
は
ラ
テ
ン
語
と
オ
ラ
ン
ダ

語
の
医
学
用
語
集
で
あ
る
。
見
出
し
語
は
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
続
く｢

紅
毛
二
十
五
横
文
字｣

は
筆
記
体
と
ブ
ロ
ッ
ク
体

の
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
各
文
字
の
読
み
方
を
紹
介
し
て
い
る
（
図
一
二
）。「
阿

蘭
陀
水
薬
調
合
書
」
は
チ
ン
キ
剤
（
テ
ン
キ
テ
ユ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
語

tinctuur

）、薬
用
蒸
溜
酒
（
ア
ヽ
ク
ワ
、ラ
テ
ン
語aqua

お
よ
び
）、（
エ

レ
キ
ス
、
ラ
テ
ン
語elixir

）
な
ど
を
収
録
し
て
い
る
。

・［
無
題
］（「
紅
毛
流
膏
薬
之
書
」「
羅
転
韻
」、｢

紅
毛
二
十
五
横
文
字｣

、

「
阿
蘭
陀
水
薬
調
合
書
」）
一
冊
、
四
一
丁
、
破
損
が
多
い
（
屋
形
家
・

五
二
六
）

　

一
丁
〜
一
八
丁　
「
紅
毛
流
膏
薬
之
書
」（「
イ
ン
ク
エ
ン
テ
ア
ル
テ

イ
ヤ
」、「
イ
ン
ク
エ
ン
テ
ム
ア
ル
テ
イ
ヤ
コ
ン
ホ
シ
イ
□破

損

」、「
イ
ン

ク
エ
ン
テ
ム
ハ
シ
リ
コ
ン
」、「
イ
ン
ク
エ
ン
テ
ム
ア
ト
ア
ム
ベ
ス
タ

ア
」、「
イ
ン
ク
エ
ン
テ
ム
テ
キ
ス
テ
ヒ
イ
ヨ
ム
」、「
イ
ン
ク
エ
ン
テ

ム
レ
フ
レ
ケ
レ
ン
ス
カ
レ
イ
」、「
イ
ン
ク
エ
ン
テ
ム
ヒ
ユ
ス
コ
ム
」、

「
イ
ン
ク
エ
ン
テ
ム
エ
ケ
ヒ
シ
ヤ
コ
ム
」、「
イ
ン
ク
エ
ン
テ
ア
ル
ホ

ム
カ
ン
フ
ラ
□破

□損

」、「
イ
ン
ク
エ
ン
テ
ム
ア
ウ
リ
ン
ョ
ン
」、「
イ
ン

ク
エ
ン
テ
ム
ホ
リ
イ
コ
フ
□破

□損

」、「
エ
ム
フ
ラ
ス
ト
テ
ヤ
キ
ロ
ン
コ

ム
ミ
ス
」、「
エ
ム
フ
ラ
ス
ト
テ
ヤ
ホ
ン
ホ
リ
コ
ス
」、「
エ
ム
フ
ラ
ス

ト
コ
ミ
イ
ニ
イ
」、「
エ
ム
フ
ラ
ス
ト
ッ
ム
ス
ラ
キ
ニ
フ
ス
」、「
エ
ム

フ
ラ
ス
ト
ヲ
シ
コ
ロ
ヲ
セ
ヨ
ム
」、「
エ
ム
フ
ラ
ス
ト
タ
ラ
ア
ニ
ス
」、

「
エ
ム
フ
ラ
ス
ト
メ
リ
ク
リ
ウ
ス
」、「
エ
ム
フ
ラ
ス
ト
テ
サ
ホ
ウ
ネ

ス
」、「
エ
ム
フ
ラ
ス
ト
ハ
ジ
リ
コ
ム
」、「
エ
ム
フ
ラ
ス
ト
ミ
イ
ニ
イ
」、

「
エ
ム
フ
ラ
ス
ト
ス
テ
キ
テ
コ
ム
」）

　

一
八
丁　
「
安
永
五
丙
申
仲
春
穀
旦
			60

長
陽
於
／
吉
雄
先
生
學
堂
冩

焉
」

　

一
九
〜
二
〇
丁　
「
治
火
傷
之
法
」、「
頭
髪
焼
テ
毛
不
生
時
」、「
柳
膏
」

　

二
一
〜
二
五
丁　
「
羅
転
韻
」

　

二
六
丁　

｢

紅
毛
二
十
五
横
文
字｣

　

二
七
〜
四
〇
丁　
「
阿
蘭
陀
水
藥
調
合
書
」（「
テ
ン
キ
テ
ユ
ル
ラ
フ

メ
ン
ト
」、「
カ
ン
フ
ル
フ
ラ
ン
ト
エ
ン
」、「
テ
ン
キ
テ
ユ
ル
テ
リ
ヤ
ヽ

カ
」、「
テ
ン
キ
テ
ユ
ル
エ
ヘ
□破

損

シ
イ
」、「
テ
ン
キ
テ
ユ
ル
ア
ロ
エ
ス
」、
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「
ア
ヽ
ク
ワ
セ
ル
ウ
サ
」、「
ア
ヽ
ク
ワ
メ
リ
ク
リ
ユ
ス
」、「
ア
ヽ
ク

ワ
ロ
ミ
ノ
ウ
サ
」、「
ア
ヽ
ク
ワ
ヒ
ツ
テ
リ
ヨ
ウ
リ
イ
」、「
ス
ヒ
ル
テ

ス
ユ
ス
テ
ム
」、「
ア
ヽ
ク
ワ
ス
ヒ
ル
テ
ス
」、「
エ
レ
キ
ス
ト
ル
フ
ル

フ
リ
メ
ア
テ
ス
」、「
テ
ン
キ
テ
エ
ル
コ
ロ
ウ
シ
イ
」、「
シ
ヘ
レ
タ
ア

ヲ
ヽ
リ
イ
」、「
ス
ヒ
イ
ユ
ル
テ
マ
テ
リ
カ
ア
リ
ス
」、「
テ
ン
キ
テ
イ

ル
ア
ロ
エ
ス
」、「
エ
レ
キ
ス
ト
ル
フ
ル
フ
リ
メ
ア
テ
ス
」、「
ア
ヽ
ク

ワ
メ
リ
ク
リ
ユ
ス
ノ
代
藥
」、「
ヘ
ル
フ
ス
エ
ス
カ
ル
」、「
ア
セ
イ
イ

チ
イ
ロ
サ
ア
シ
イ
」、「
ア
ヽ
ク
ワ
セ
ル
ウ
サ
」、「
ア
ヽ
ク
ワ
ロ
サ
ア

ロ
ム
」、「
靍か

く

膝し
っ

風ぷ
う

蒸
法
」
			61

、「
洗
方
」、「
毒
蛇
妙
方
」、「
阿
蘭
陀
ヘ

リ
フ
ス
」、「
洗
目
散
」、「
金
瘡
ハ
ル
サ
ン
」、「
赤
白
癜
風
」、「
ヘ
ト

ウ
ニ
カ
」）

　

四
一
丁　
「
梁
養
民
叔
恵
」

　

写
本「
紅
毛
流
			62

金
瘡
跌
撲
療
治
伝
」の
原
書
は
楢
林
鎮ち

ん

山ざ
ん（

一
六
四
九

〜
一
七
一
一
）
の
「
金
瘡
跌
撲
」
で
あ
る
。
一
六
五
〇
年
代
に
始
ま
っ

た
歴
代
の
出
島
商
館
医
に
よ
る
医
学
教
授
や
治
療
活
動
に
若
い
頃
か
ら

立
ち
会
っ
て
い
た
鎮
山
は
、
西
玄
甫
（
？
〜
一
六
八
四
）
や
本
木
良
意

（
一
六
二
八
〜
一
六
九
七
）
と
共
に
い
わ
ゆ
る
通
詞
蘭
学
の
先
駆
け
だ
っ

た
。
鎮
山
は
一
六
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
外
科
医
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
・
パ

レ
の
『Chirurgie

（
外
科
学
）』
や
一
七
世
紀
後
半
の
数
々
の
通
詞
報

告
を
基
に
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
			63

と
い
う
力
作
を
執
筆
し
、
広
く
注
目

を
集
め
た
。
福
岡
藩
の
本
草
学
者
で
儒
学
者
の
貝
原
益
軒
は
著
者
鎮
山

を
讃
え
る
序
文
を
寄
せ
、
多
数
の
絵
図
を
含
む
鎮
山
の
手
稿
は
、
印
刷

さ
れ
な
い
ま
ま
楢
林
塾
の
門
下
生
ら
を
通
じ
て
広
ま
り
、
吉
雄
耕
牛
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

図
一
一
　「
羅
転
韻
」（
屋
形
家
・
五
二
六
）

図
一
二
　｢

紅
毛
二
十
五
横
文
字｣

（
屋
形
家
・
五
二
六
）
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「
金
瘡
跌
撲
」
に
続
く｢

紅
毛
薬
能｣

は
メ
イ
ラ
（M

yrrha

）、
サ

ン
キ
タ
ラ
コ
ウ
ネ
ス
（Sanguis	D

raconis

）
な
ど
の
生
薬
お
よ
び
様
々

な
基
剤
を
も
ち
い
て
調
合
さ
れ
る
油
薬
、
軟
膏
、
膏
薬
な
ど
の
効
能
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

・「
紅
毛
流
金
瘡
跌
撲
療
治
伝
」（
内
題
）、
一
冊
、
四
九
丁
（
屋
形
家
・

四
一
）

　

一
丁　
「
紅
毛
流
金
瘡
跌
撲
療
治
伝
」

　

一
〜
三
四
丁　
「
大
抵
」、「
血
止
め
」、「
ホ
ツ
シ
」、「
イ
ン
グ
エ
ン

ト
」、「
木
綿
」、「
頭
面
之
部
」、「
缺
唇
療
治
之
事
」、「
頸
之
部
」、「
胸

背
之
部
」、「
腹
腋
之
部
」、「
腰
脇
之
部
」、「
手
足
之
部
」、「
付
薬
之
方
」、

「
ラ
ウ
メ
ン
ト
ノ
方
」、「
摠
身
之
部
」、「
ハ
ツ
ハ
ス
ノ
方
」、「
粉
薬

之
方
」、「
内
服
之
薬
方
」、「
血
止
外
敷
之
方
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ヨ
サ
ア

ロ
ン
製
法
」、「
セ
ウ
フ
ヒ
ヨ
ウ
ラ
ス
ノ
製
法
」、「
メ
リ
ロ
ウ
サ
ロ
ン
」、

「
レ
ン
ス
ウ
イ
ン
」、「
膏
薬
之
部
」、「
イ
ン
ク
エ
ン
ト
テ
キ
ス
テ
ヒ

イ
」、「
イ
ン
ク
エ
ン
ト
ホ
ツ
ホ
ウ
リ
ヨ
ム
」、「
イ
ン
ク
エ
ン
ト
ス
ツ

テ
リ
ト
ン
」、「
エ
ン
フ
ラ
ス
ト
デ
ベ
ン
ス
イ
ブ
ン
」、「
エ
ン
フ
ラ
ス

ト
ベ
ト
ウ
」、「
エ
ン
フ
ラ
ス
ト
テ
ヤ
ハ
ル
マ
テ
ス
リ
イ
ト
ン
」、「
ア
ヽ

ク
ワ
ニ
キ
ラ
セ
ン
ヒ
ラ
イ
キ
ス
ノ
方
」、「
イ
ン
ク
エ
ン
ト
デ
ヤ
ホ
ミ

イ
ト
ス
」

　

三
四
丁　

｢

安
永
五

丙
申

季
春
／
長
崎
於
吉
雄
先
生
学
室
冩
焉
］

　

三
六
丁　
［
雑
記
］

　

三
六
丁　

｢

紅
毛
薬
能｣

　

三
六
〜
四
九
丁　
「
メ
イ
ラ　

没
薬
」、「
ホ
ヽ
ト
ル　

牛
乳
汁
製
」、

「
サ
ン
キ
タ
ラ
コ
ウ
ネ
ス　

麒
麟
血
」、「
サ
ン
フ
ヽ
シ　

タ
ツ
ノ
木
」、

「
ヘ
ル
ハ
ヒ
ヨ
ウ
ル
ム	　

駒
引
き
草
」、「
リ
ン
フ
リ
コ
ウ
ル
ン　

蚯

蚓
」、「
コ
ロ
ウ
ク
ス　

サ
フ
ラ
ン
紅
花
制
」、「
セ
ル
ウ
サ　

唐
土
」、

「
セ
イ
メ
ン
ヘ
ニ
ケ
レ
シ
イ　

胡
蘆
巴
」、「
セ
イ
メ
ン
リ
イ
ネ　

胡

麻
仁
」、「
フ
ロ
ウ
リ
ス
カ
モ
メ
リ　

野
菊
花
」、「
ヘ
ン
ト
ウ
サ　

龍

脳
油
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
カ
ン
フ
ル　

百
合
花
油
」、「
ヲ
ク
リ
カ
ン
キ
リ
」、

「
ア
キ
ソ
ン
キ
ヤ
ホ
ル
ヽ
シ
イ　

家
猪
油
」、「
ア
ル
ケ
ン
テ
イ
ヒ
イ

ヒ
ユ
ム
水
銀
」、「
テ
リ
ヤ
ア
カ　

紅
花
煉
薬
」、「
ホ
ウ
リ
ス
ア
ル
メ

ニ
ヤ　

ア
メ
リ
カ
國
ノ
赤
土
也
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ラ
ウ
リ
イ
ネ　

ツ
ヽ

ノ
木
ノ
葉
ヨ
リ
取
」、「
ヘ
レ
シ
ヒ
タ
ア
ト　

合
物
」、「
フ
ロ
ウ
リ
ス

マ
テ
リ
カ
ア
リ
ヤ　

夏
草
」、「
ア
ニ
イ
テ
ユ
ム　

茴
香
香
」、「
ト
ウ

リ
ス　

乳
香
」、「
フ
ロ
ウ
リ
ス
ア
プ
セ
ン
テ
ユ
ム　

川
原
芥
葉
」、「
ソ

ク
ス
ニ
イ　

琥
珀
」、「
ア
キ
リ
モ
ウ
ニ
ヤ　

鹿
焼
草
」、「
ヒ
イ
ク
ス　

唐
柿
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ヒ
ツ
テ
リ
ヨ
ウ
ロ
ム　

膽
矾
油
」、「
カ
ツ
ヒ
イ

リ
ユ
ス
ヘ
ネ
エ
リ
ユ
ム　

尾
草
」、「
ス
テ
イ
ラ
ツ
キ
ス
カ
ラ
ミ
イ

タ　

紫
姜
」、「
イ
ン
グ
エ
ン
ト
テ
ヤ
ホ
ン
ホ
リ
イ
ゴ
ス
」、「
ヘ
リ
プ

ス
シ
チ
リ
イ
ナ
」）

　

安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
の
秋
に
作
成
さ
れ
た
「
雑
記
」（
図
一
三
）
は
、

各
種
疵
、
兎
唇
な
ど
の
外
科
処
置
お
よ
び
い
く
つ
か
の
薬
方
を
収
録
し

て
い
る
。
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・「
雑
記
」（
内
題
）
写
、
一
冊
、
五
〇
丁
（
屋
形
家
・
四
五
）

　

一
〜
五
〇
丁　
「
焼
所
之
治
方
」、「
焼
所
目
之
療
治
」、「
焼
所
水
ト

レ
乾
時
ノ
療
治
」、「
目
ノ
焼
所
治
」、「
腐
肉
ノ
切
方
」、「
重
舌
ノ

治
」、「
鉄
炮
疵
ノ
治
」、「
兎
口
ノ
療
治
」、「
酒
査
鼻
ノ
療
治
」、「
目

ヲ
切
明
ル
方
」、｢

耳
ヲ
切
明
ル
方｣

、「
陰
頸
ツ
マ
リ
タ
ル
ノ
治
」、「
陰

門
ヲ
切
明
ル
治
」、「
肛
門
ヲ
切
明
ル
治
」、「
テ
ン
キ
テ
ユ
ル
メ
ラ
ノ

方
」、「
イ
ン
ク
エ
ン
ト
テ
リ
イ
ト
ム
」、「
ハ
ル
サ
ム
ヒ
イ
タ
ア
」、「
胸

ノ
痛
ニ
附
ル
膏
薬
」、「
ヘ
レ
シ
ヒ
タ
ア
ト
ノ
代
ニ
遣
方
」、「
ハ
ル
サ

ム
ヘ
ネ
ラ
ア
ル
ム
」、「
血
止
之
方
」、「
脱
肛
ノ
妙
薬
」、「
エ
キ
ス
タ

ラ
ク
テ
ム
カ
ト
リ
イ
コ
ム
」、「
ソ
ツ
ヒ
ル
拵
様
」、「
皮
ヲ
生
ス
ル

方
」「
レ
イ
ム
」、「
諸
腫
物
疸
瘡
ノ
ラ
ウ
メ
ン
ト
」、「
生
肉
ヲ
育
ル

方
」、
疸
瘡
附
薬
」、「
疸
瘡
ノ
ラ
フ
メ
ン
ト
」、「
メ
リ
ク
リ
ヤ
ー
ス

サ
ル
フ
」、「
焼
所
ノ
治
」、「
目
ノ
焼
所
」、「
疱
瘡
ノ
治
」、「
疱
瘡
目

ニ
入
タ
ル
治
方
」、「
張
満
ノ
治
方
」「
逆
咳
ノ
治
方
」、「
霊
丹
焼
様
」、

「
膿
ノ
見
様
」、「
脱
肛
ノ
治
方
」、「
肛
門
ノ
痒
痔
」、「
肉
ヲ
生
ス
ル

方
」、「
癩
病
ノ
治
方
」、「
口
中
ノ
痛
治
方
」、「
便
毒
ヲ
引
立
ケ
治
ス

ル
方
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ム
コ
ロ
ウ
シ
イ
」［
・
・
・
］「
エ
ス
カ
ル
ノ
方
」、

「
血
泊
ノ
方
」、｢

血
ノ
見
様｣

な
ど
、「
口
中
痛
妙
薬
」［
・
・
・
］「
ラ

ウ
チ
ヤ
ウ
」、「
腐
骨
疽
ノ
治
方
」、「
ヘ
コ
ン
フ
ラ
ツ
テ
ン
」、「
下
薬
」、

｢

疵
ノ
見
様｣

［
・
・
・
］「
ヘ
ー
テ
ヒ
ユ
ル
」

　

五
〇
丁　

｢

雑
記
終　

安
永
五
年

丙
申
秋
九
月
十
八
日
﨑
陽
於
西
山
写
焉｣

　
「
阿
蘭
陀
油
之
書
」（
図
一
二
）
は
油
薬
と
そ
の
製
造
法
を
取
り
上
げ

て
い
る
。
そ
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
は
一
七
世
紀
の
初
期
紅
毛
流
外
科
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
輸
入
さ
れ
る
医
薬
品
は
高
価
な
上
に
供
給

が
不
安
定
な
こ
と
が
当
初
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
幕
府
は
寛
文

七
（
一
六
六
七
）
年
に
両
長
崎
奉
行
を
通
じ
て
東
イ
ン
ド
会
社
に
対
し
、

将
軍
と
老
中
の
名
に
お
い
て
薬
草
の
種
や
苗
、
ま
た
蒸
留
器
一
式
と
薬

草
や
蒸
留
技
術
に
精
通
す
る
専
門
家
の
派
遣
を
求
め
た
。
交
易
条
件
の

改
善
を
念
頭
に
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
は
翌
年
か
ら
幕
府
の
求
め

に
応
え
、
寛
文
一
一
（
一
六
七
一
）
年
に
は
経
験
豊
富
な
薬
剤
師
フ
ラ

ン
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
が
日
本
へ
派
遣
さ
れ
た
。
幕
府
の
経
費
で
出
島
の
敷

地
内
に
建
造
さ
れ
た
「
油
取
家
」
で
ブ
ラ
ウ
ン
が
薬
油
の
蒸
留
を
開
始

し
、
そ
の
一
部
は
献
上
品
と
し
て
江
戸
へ
送
ら
れ
た
。
阿
蘭
陀
通
詞
中

嶋
清
左
衛
門
、
名
村
八
左
衛
門
、	

楢
林
新
右
衛
門
（
鎮
山
）、	

立
石
太
兵

衛
、
本
木
庄
太
夫
、
加
福
吉
左
衛
門
が
作
成
し
た
報
告
に
は
、
単
純
な

蒸
留
法
か
ら
七
日
間
を
要
す
る
複
雑
な
樟
脳
油
な
ど
の
製
造
方
法
の
説

図
一
三
　「
雑
記
」（
二
二
丁
）
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明
の
ほ
か
、
大
型
の
釜
、
冷
却
装
置
、
各
種
の
容
器
な
ど
器
物
の
図
も

見
ら
れ
る
。
報
告
の
写
し
は
「
阿
蘭
陀
油
道
具
寸
法
之
図
并
煎
方
書
」、

「
阿
蘭
陀
薬
油
製
法
并
図
」、「
蘭
法
制
薬
方
」、「
製
油
功
能
図
記
」
な

ど
様
々
な
書
名
で
十
九
世
紀
ま
で
流
布
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
は
板
本

に
収
録
さ
れ
た
			64

。
諸
道
の
写
本
に
に
も
こ
の
「
合
油
九
色
」
の
製
造

法
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
一
一
）。

・「
阿
蘭
陀
油
之
書
」（
内
題
）
一
冊
、
五
七
丁
（
屋
形
家
・
一
二
八
）

　

一
〜
一
六
丁　
「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ロ
ウ
サ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
カ
モ
メ
イ
リ
」、

「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ア
ル
テ
イ
ヤ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
シ
ク
テ
イ
ヤ
」、「
ヲ
ヽ
リ

ヨ
イ
ヘ
リ
シ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ヒ
ヨ
ウ
ラ
ス
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
レ
リ
ヨ
ウ

ロ
ン
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
サ
ン
ホ
ウ
シ
イ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
メ
ン
テ
」、「
ヲ
ヽ

リ
ヨ
ア
フ
セ
ン
テ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ア
ニ
イ
シ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ア
ニ
テ
」、

「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ス
カ
ア
ク
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
テ
レ
メ
ン
テ
イ
ナ
」、「
ヲ
ヽ

リ
ヨ
ア
ヽ
ル
ト
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ヘ
イ
テ
レ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
カ
ン
フ

ル
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ス
ク
シ
イ
ネ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ト
ウ
セ
ス
」、「
ヲ
ヽ

リ
ヨ
セ
イ
ラ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
メ
ル
テ
ロ
ウ
ス
ン
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ロ
ウ

イ
ネ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
シ
ナ
モ
ミ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ア
ネ
ツ
ヘ
レ
」、「
ヲ
ヽ

リ
ヨ
ヲ
ハ
ア
ロ
ン
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
セ
ン
シ
イ
フ
ン
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ホ

ス
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
タ
ア
ス
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
カ
ア
ノ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ア

ル
イ
ト
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ホ
ロ
ン
ヘ
イ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
コ
ル
テ
シ
ツ
ヒ

シ
イ
テ
レ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
リ
イ
ニ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ロ
サ
ア
ト
」、「
ヲ
ヽ

リ
ヨ
ヒ
ツ
テ
ル
ヨ
ウ
リ
ウ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ス
ル
フ
ル
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ

キ
ヨ
ノ
ヽ
メ
ス
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
セ
ン
ト
ヘ
イ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
リ
ン
フ

リ
コ
ウ
リ
ヨ
ン
」、「
ハ
ル
サ
モ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ム
ス
ラ
キ
ニ
フ
ス
」、

「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ム
カ
キ
ヌ
ン
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ソ
ラ
ア
ト
ロ
ン
」、「
ヲ
ヽ

リ
ヨ
ヒ
イ
テ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
モ
ン
ト
ウ
ニ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
イ
ヘ
リ
セ

イ
ネ
イ
ヒ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ヘ
ン
ケ
レ
コ
イ
レ
」、［
・
・
・
］

　

一
七
〜
二
二
丁　
「
テ
レ
メ
ン
テ
イ
ナ
ノ
油
」、「
蜜
柑
ノ
皮
ノ
油
」、

「
丁
子
ノ
油
」、「
ロ
ウ
ス
マ
リ
イ
ナ
ノ
油
」、「
肉
荳
蔲
ノ
油
」、「
イ

ノ
ン
ド
ノ
油
」、「
茴
香
ノ
油
、ソ
ナ
レ
松
ノ
油
」、「
樟
脳
ノ
油
」、［
・・・
］

　

二
二
丁　
「
右
都
合
油
九
色　

右
油
之
効
能
並
油
取
様
之
仕
掛
則
今
度

出
島
ニ
テ
油
取
申
候
阿
蘭
陀
人
私
共
ニ
相
伝
候
以
上
」

　

二
三
〜
三
三
丁　
「
金
瘡
之
書
」　　
「
頭
之
疵
」、
喉
之
疵
事
」、「
胸

図
一
四
　「
阿
蘭
陀
油
之
書
」（
二
二
丁
）
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之
疵
事
」、「
腹
之
疵
事
」、「
第
二
穴
ノ
留
事
」、「
血
ノ
走
ニ
所
ニ
依

テ
手
ニ
テ
結
ニ
心
得
有
事
」、「
第
三
内
薬
順
血
湯
事
」　
「
第
四
疵
洗

事
」、「
洗
心
得
之
事
」、「
頭
ノ
疵
洗
様
」　｢

疵
ヲ
縫
中..｣

、「
焼
酎

毎
日
時
之
心
得
之
事
」、「
第
五
疵
ニ
ヨ
リ
鍄
用
事
」、「
骨
ノ
切
タ
ル

疵..

」、［
・
・
・
］、「
第
六
疵
縫
事
」、「
腹
腸
出
疵
縫
事
」、「
メ
イ

チ
ヤ
ヲ
指
心
得
」［
・
・
・
］「
雌
卵
薬
之
事
」、「
雌
卵
黄
白
ノ
事
」

　

三
三
丁　
「
阿
蘭
陀
伝
合
油
法
」「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ム
カ
キ
ヌ
ム
」、「
ヲ
ヽ

リ
ヨ
ム
リ
ン
フ
リ
コ
ウ
リ
ヨ
ム
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ム
ヲ
リ
ハ
ア
ヌ
ム
」、

「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ム
ミ
レ
ヘ
ノ
タ
ア
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
、
イ
ラ
イ
ロ
オ
モ
」、

「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
カ
モ
メ
リ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
イ
ツ
ヘ
リ
シ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ

ロ
サ
ア
ロ
ム
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
コ
ロ
ウ
シ
イ
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ム
テ
ル
ラ

ア
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
マ
ス
テ
イ
キ
ス
」、「
ヲ
ヽ
リ
ヨ
ム
ヘ
ル
ネ
ラ
ア
ル

ム
」、「
バ
ル
サ
ル
ム
ヒ
イ
タ
ア
」、「
油
取
様
」

　

三
四
丁　
「
金
瘡
之
部
」［
雑
記
］

　
「
雑
書
」（
屋
形
家
・
四
二
）は「
必
要
灸
穴
必
見
」お
よ
び「
灸
法
要
穴
」

と
同
様
の
茶
色
の
表
紙
の
横
本
で
あ
り
、
筆
跡
も
完
全
に
一
致
し
て
い

る
の
で
、
諸
道
が
長
崎
遊
学
中
に
作
成
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。

　

諸
道
は
一
七
世
紀
の
西
洋
医
学
関
連
の
重
要
な
和
文
資
料
も
読
ん
で

い
た
。
五
丁
目
か
ら
始
ま
る｢

證
治
指
南｣

の
も
と
と
な
っ
た
の
は
、

紅
毛
流
外
科
が
誕
生
す
る
一
七
世
紀
半
ば
に
作
成
さ
れ
た
報
告
書
で
あ

る
。
明
暦
二
（
一
六
五
六
）
年
に
長
崎
在
住
の
高
名
な
儒
医
向
井
元
升

（
一
六
〇
九
〜
一
六
七
七
）
は
、
大
目
付
井
上
筑
後
守
政
重
の
依
頼
で

出
島
商
館
医
「
ア
ン
ス
ヨ
レ
ア
ン
」（H

ans	Juriaen	H
ancke

）
お
よ

び
そ
の
後
任
の
「
ス
テ
ィ
ビ
ン
」（Steven	de	la	T

om
be

）
と
接
触
し
、

西
洋
外
科
術
に
関
す
る
報
告
を
ま
と
め
た
。
そ
の
教
授
に
基
づ
い
て
誕

生
し
た
報
告
書
は「
阿
蘭
陀
伝
外
科
類
方
」			65
、「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
」、「
證

治
指
南
」		66
な
ど
様
々
な
写
本
と
し
て
後
世
に
伝
わ
っ
た
。「
證
治
指
南
」

は
、
寛
文
一
〇
（
一
六
七
〇
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
阿
蘭
陀
外
科
良
方
』

に
よ
り
早
く
か
ら
広
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
の
写
本
を
用
い
た
伝
習
は

一
九
世
紀
ま
で
続
い
た
。
向
井
元
升
は
西
洋
医
術
に
関
す
る
情
報
を
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
病
理
学
に
関
す
る
出
島
商
館
医
の

説
明
を
中
国
系
の
教
義
を
も
と
に
解
釈
し
て
同
化
さ
せ
た
。
元
升
の
報

告
は
医
師
に
よ
る
初
の
紅
毛
流
外
科
関
連
の
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
西

洋
医
学
の
「
折
衷
的
受
容
」
の
典
型
と
言
え
る
		67

。
諸
道
の
写
本
は
「
癰

疸
陽
症
」、「
癰
疸
陰
症
」
に
つ
い
て
述
べ
た
部
を
写
し
た
上
で
、
数
々

の
癰
疽
の
特
徴
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
商
館
医
の
説
明
の
部
か
ら
い
く
つ

か
を
選
び
、
最
後
に
そ
の
他
の
情
報
源
か
ら
得
た
腫
瘍
な
ど
も
付
け
加

え
て
い
る
。

　

短
い｢

南
蛮
流
外
科
直
伝｣

の
出
典
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
く

「
萬
外
集
要
小
切
紙
目
録
下
」
と
「
山
本
流
七
氣
湯
」
は
、山
本
玄
仙
（
生

没
年
不
詳
）
が
元
和
五
（
一
六
一
九
）
年
に
京
都
で
ま
と
め
た
『
万
外

集
要
』
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
玄
仙
は
一
六
世
紀
末
頃
の
金
瘡

医
で
、
戦
国
時
代
か
ら
発
展
し
て
き
た
金
瘡
治
療
と
南
蛮
人
か
ら
得
た

知
識
を
合
わ
せ
、
各
種
腫
瘍
、
疵
、
打
撲
の
治
療
お
よ
び
タ
バ
コ
や
南

ア
ジ
ア
産
の
椰
子
油
な
ど
を
用
い
た
治
療
を
記
し
て
い
る
。
彼
の
著
書

は
紅
毛
流
外
科
学
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
一
六
四
〇
年
代
以
降
少
な

く
と
も
三
回
に
わ
た
り
再
版
さ
れ
た
。
諸
道
は
そ
の
内
容
の
一
部
の
短
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い
概
要
の
み
を
記
し
て
い
る
。

・「
雑
書
」	（
内
題
）、
一
冊
、
五
三
丁
（
屋
形
家
・
四
二
）

　

二
丁　
　

｢
雑
書｣

「
テ
レ
メ
ン
ヲ
作
法
」、｢

荒
木
酒
方
」、「
ロ
ウ
ス

ワ
ト
ル
」、「
白
丹　

作
法｣

、｢

突
目
妙
」、「
テ
レ
メ
ン
ヲ
作
法
」、［
・・・
］

「
サ
ル
ア
ル
モ
ニ
ヤ
ア
レ
シ
イ
」、「
ヘ
ル
サ
ム
作
法
」、「
阿
片
作
法
」、

「
王
染
傳
」、［
・
・
・
］「
小
児
ノ
頭
瘡
」、「
帯
下
」

　

五
丁　
　
「
証
治
指
南｣
／
「
癰
疸
陽
症
」

　

六
丁　
　
「
癰
疸
陰
症
」

　

八
〜
二
二
丁　
「
石
疽
之
地
方
」、「
附
骨
疽
」、「
多
骨
疽
」、「
石
榴
疽
」、

「
綬
疽
」、「
肺
癰
」、「
腸
癰
」、「
肉
癰
」、「
赤
白
帯
下
」、「
筋
渡
方
」、

「
焼
卜
」、「
腋
臭
」、［
・
・
・
］「
癭
瘤
」、「
白
痜
」

　

二
二
丁　

｢

南
蛮
流
外
科
直
伝｣

　

二
四
丁　
「
赤
糸
疔
」、「
膈
性
活
ス
治
」

　

二
五
丁　
「
萬
外
集
要
小
切
紙
目
録
下
」「
山
本
流
七
氣
湯
」

　

二
六
〜
二
八
丁　
「
七
氣
諸
勘
弁
」

　

二
九
〜
五
二
丁　
「
七
氣
薬
性
拵
様
口
傳
」

　

五
三
丁　

｢

ス
ペ
レ
ン
ケ
ル
／
宝
暦
四
年
ニ
来
朝
ホ
ー
ユ
ト
イ
テ
ト

云
所
ノ
人
也
出
島
エ
在
館

　
　
　
　
　

カ姓

ア
レ
ル
ヒ
イ
ト
ル

　
　
　
　
　

ト名

イ
ン
ベ
ル
ロ
リ

　
　
　
　
　

ヲ
氏ヽ

レ
ン
ス
ヘ
エ名

イ
ス
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ユ
ル
ホ
ウ
ル
ム｣

　

興
味
深
い
こ
と
に
巻
末
に
西
洋
人
医
師
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図

一
五
）。
ド
イ
ツ
・
マ
イ
セ
ン
ハ
イ
ム
（M

eißenheim

）
出
身
の
「
ス

ペ
レ
ン
ケ
ル
」（K

arl	Gabriel	Springer

、
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
）
と
い

う
外
科
医
は
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
よ
り
三
年
間
出
島
商
館
で
勤
務

し
て
い
た
。
商
館
日
誌
な
ど
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
文
献
で
は
ほ
と
ん
ど

言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
安
永
年
間
に
な
っ
て
も
「
ス
ペ
レ
ン
ケ
ル
」

の
名
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
治
療
や
医
学
の
教
授
に
お

い
て
印
象
深
い
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
カ
ア
レ
ル
ヒ
イ
ト
ル　

ト
イ
ン
ベ
ル
ロ
リ
」
			68

」
は
安
永
四

（
一
七
七
五
）
年
八
月
よ
り
翌
年
の
一
一
月
ま
で
出
島
商
館
で
勤
務
し

た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
医
師
で
博
物
学
者
の
カ
ー
ル
・
ペ
ー
タ
ー
・
ツ
ン

図
十
五
　「
雑
書
」（
五
三
丁
）
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ベ
ル
ク
（
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
）（Carl	Peter	T

hunberg,	1743–1828

）

で
あ
る
。
同
時
期
に
諸
道
も
長
崎
の
成
秀
館
で
勉
学
に
励
ん
で
い
た
。

ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
は
一
人
の
奴
隷
			69

を
伴
い
、
わ
ず
か
一
年
あ
ま
り
の
短

い
滞
在
で
あ
っ
た
が
、
小
通
詞
茂
節
右
衛
門
や
大
通
詞
吉
雄
耕
牛
と
親

交
し
、
と
り
わ
け
梅
毒
に
対
し
て
昇

し
ょ
う

汞こ
う

			70

を
処
方
す
る
水
銀
療
法
を
伝

授
し
た
こ
と
で
注
目
を
集
め
た
			71

。

　
「
氏
ヲ
ヽ
レ
ン
ス
名
エ
イ
ス
ト
ル
」
は
ド
イ
ツ
の
解
剖
学
者
で
外
科

医
の
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
ハ
イ
ス
タ
ー
			72

（Lorenz	H
eister,	1683–1758

）

で
あ
る
。
彼
が
一
七
一
九
年
に
刊
行
し
た
『Chirurgie

（
外
科
学
）』

は
大
学
に
お
け
る
外
科
学
の
地
位
を
著
し
く
高
め
た
。
吉
雄
耕
牛
は
日

本
へ
伝
わ
っ
た
蘭
訳
書
『H

eelkondige	onderw
ijzingen

（
外
科
学

教
育
）』（
一
七
四
一
）
と
『K

ort	begrip	der	heelkonst

（
外
科
学

概
要
）』（
一
七
六
四
）
の
抄
訳
や
要
約
を
行
な
っ
た
。
後
に
、大
槻
玄
沢
、	

越
邑
徳
基
、
羽
栗
長
隠
、
桐
亭
社
中
が
作
成
し
た
『
瘍
医
新
書
』、『
瘍

科
精
選
図
解
』、『
瘍
科
精
撰
図
符
』、『
恊
乙
斯
的
盧
産
論
』
な
ど
を
介
し
、

ハ
イ
ス
タ
ー
の
名
は
「
恊
乙
斯
的
盧
」、「
歇
伊
私
的
児
」、「
刺
烏
冷
斯

回
私
的
尓
」
と
し
て
さ
ら
に
広
ま
っ
た
			73

。

　
「
ユ
ル
ホ
ウ
ル
ム｣

の
意
味
は
不
明
で
あ
る
。

　
六
、
視
野
を
広
げ
る
医
学
修
行

　

屋
形
諸
道
の
少
年
時
代
や
彼
が
当
時
受
け
た
教
育
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
。
そ
の
頃
は
中
津
町
の
藩
校
も
ま
だ
な
く
、
地
元
の
寺
子
屋
で

読
み
書
き
と
算
盤
を
覚
え
る
な
ど
し
た
の
ち
、
豊
前
・
豊
後
地
方
の
儒

学
者
に
師
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
七
六
〇
年
代
後
半
に
諸
道
が
医
学
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
際
に

は
、
藩
か
ら
の
何
ら
か
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
当
初
は
農
作
業
な
ど
の
方
割
に
藩
領
内
や
そ
の
近
辺
で
教
示
を
求

め
た
の
だ
ろ
う
。
彼
の
学
習
内
容
を
示
す
最
も
古
い
資
料
は
、
明
和
四

（
一
七
六
七
）
年
に
「
成
恒
村
」
で
写
さ
れ
た
「
医
方
思
弁
抜
」、「
医

方
思
弁
」
お
よ
び
「
易
学
啓
蒙
切
紙
伝
授
」
で
あ
る
。
当
時
諸
道
は

二
二
歳
だ
っ
た
。「
医
方
思
弁
」
の
序
文
と
奥
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
医

書
は
正
徳
六
（
一
七
一
六
）
年
に
豊
後
の
医
師
森
村
玄
龍
の
教
え
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
玄
龍
は
主
と
し
て
中
国
の
重
要
な
古
典
で
あ
る

『
金
匱
要
略
』
や
、
南
宋
の
儒
学
者
真
德
秀
、
虞
氏
と
朱
氏
の
易
学
を

参
考
に
し
て
お
り
、
易
学
を
踏
ま
え
た
中
国
宋
代
の
医
学
を
教
え
て
い

た
よ
う
だ
。
玄
龍
の
名
を
示
す
そ
の
他
の
資
料
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
			74

。

　

そ
の
二
年
後
の
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
の
春
に
作
成
さ
れ
た
写
本

（
無
題
、
屋
形
資
料
五
一
）
は
、
湯
薬
、
丸
薬
な
ど
の
処
方
お
よ
び
感

冒
、
傷
寒
、
中
暑
な
ど
の
疾
患
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。「
瀧
長
庵
傳
」、

「
路
安
傳
」、「
小
稲
氏
傳
」、「
亀
塚
都
聞
傳
」、「
上
田
氏
傳
」、
高
屋
惣

兵
衛
伝
の
「
通
風
主
方
」、「
中
津
棟む

な

形か
た

氏
」
の
薬
方
は
九
州
の
東
部
で

記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
年
六
月
に
写
さ
れ
た
「
小
児
科
」
は
、
主

と
し
て
錢
乙
著
『
銭
氏
小
児
直
訣
』
の
治
療
法
を
述
べ
な
が
ら
、
初
め

て
「
阿
蘭
陀
流
」
医
術
に
言
及
し
て
い
る
。「
小
児
科
」
の
写
本
に
残

さ
れ
た
天
文
三
（
一
五
三
四
）
年
の
「
山
口
府
」
の
記
述
の
背
景
に
つ

い
て
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
四
月
に

完
成
し
た
写
本
「
脉
訣
」
と
そ
の
二
ヶ
月
後
の
「
脉
論　

頓
醫
抄
」
は
、
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脈
診
関
連
の
重
要
な
中
国
典
籍
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
諸
道
は
小

児
病
に
も
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
小
児
病
の
処
方
は
、
牛
糞
な
ど

地
元
の
「
資
源
」
を
活
か
し
た
民
間
薬
、
南
米
か
ら
導
入
さ
れ
た
タ
バ

コ
、
中
国
医
書
か
ら
取
り
入
れ
た
漢
方
処
方
を
列
記
す
る
折
衷
的
な
内

容
で
あ
る
。「
灸
法
要
穴
」
と
「
灸
穴
定
法
」
で
述
べ
ら
れ
た
灸
法
は
、

収
入
が
少
な
い
農
村
に
適
し
た
安
価
な
治
療
法
で
あ
る
。「
灸
穴
定
法
」

は
諸
道
が
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
に
京
都
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

滞
在
期
間
が
短
か
っ
た
た
め
か
、
京
都
で
作
成
さ
れ
た
の
は
こ
の
写
本

の
み
で
あ
る
。

　

安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
に
諸
道
は
中
津
で
藩
の
儒
学
者
倉
成
龍
渚

に
師
事
し
て
い
た
。
龍
渚
は
中
津
藩
儒
・
藤
田
敬け

い

所し
ょ

お
よ
び
京
都
の
古

学
派
の
儒
学
者
伊
藤
東と

う

所し
ょ

に
学
ん
だ
後
に
中
津
に
帰
郷
し
、
安
永
元

（
一
七
七
二
）
年
に
藩
儒
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
諸
道
は
龍
渚
が
自

宅
で
開
い
た
学
塾
で
儒
学
と
と
も
に
陳
言
流
の
外
科
学
と
本
草
学
を
学

ん
で
い
た
			75

。

　

当
時
の
中
津
藩
医
の
う
ち
、
前
野
良
沢
（
一
七
二
三
〜
一
八
〇
三
）

は
一
際
優
秀
な
蘭
学
者
だ
っ
た
。
藩
主
奥
平
昌
鹿
に
よ
っ
て
高
く
評
価

さ
れ
、
本
来
の
職
務
を
放
置
す
る
ほ
ど
オ
ラ
ン
ダ
語
の
勉
学
と
蘭
文
の

解
読
に
没
頭
し
た
良
沢
は
、
や
が
て
ド
イ
ツ
人
医
師
ク
ル
ム
ス
の
解
剖

学
書
『O

ntleedkundige	T
afelen

』
の
翻
訳
事
業
の
大
半
を
担
っ
た
。

良
沢
は
江
戸
や
中
津
の
医
師
た
ち
に
強
い
刺
激
を
与
え
た
は
ず
で
あ
る
。

安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
訳
書
『
解
体
新
書
』
に
は
良

沢
の
名
は
長
崎
の
通
詞
学
者
・
吉
雄
耕
牛
が
書
い
た
序
文
に
し
か
見
ら

れ
な
い
が
、
良
沢
の
功
績
は
関
係
者
の
間
で
は
知
ら
れ
て
い
た
に
違
い

な
い
。
藩
主
の
理
解
と
支
援
も
あ
り
、
中
津
藩
内
で
は
西
洋
医
学
に
対

す
る
興
味
が
高
ま
っ
た
。
屋
形
諸
道
が
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
に
長

崎
に
向
か
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

諸
道
の
長
崎
滞
在
は
約
二
年
間
だ
っ
た
。
写
本
の
奥
書
で
吉
雄
耕
牛

が
倉
成
龍
渚
と
同
様
に
「
先
生
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
諸
道

は
耕
牛
の
家
塾
成
秀
館
で
本
格
的
な
教
え
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

吉
雄
邸
は
刺
激
に
満
ち
た
魅
力
的
な
場
所
だ
っ
た
。
舶
来
の
家
具
、
書

籍
、
医
療
道
具
、
望
遠
鏡
、
顕
微
鏡
な
ど
の
「
珍
品
」
は
広
く
注
目
を

集
め
、
医
学
、
天
文
学
、
地
理
学
、
本
草
学
な
ど
に
関
す
る
海
外
の
知

を
求
め
る
訪
問
客
や
入
門
希
望
者
が
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
当
時

は
西
洋
の
内
科
治
療
に
関
す
る
学
修
は
ま
だ
本
格
化
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
外
科
学
の
受
容
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
す
で
に
一
二
〇
年
が
経
っ
て

い
た
。

　

ち
ょ
う
ど
諸
道
が
一
に
長
崎
に
滞
在
し
て
い
た
時
期
に
、後
世
に
「
出

島
の
三
賢
人
」
の
一
人
と
し
て
讃
え
ら
れ
る
ツ
ン
ベ
ル
ク
が
長
崎
に
到

着
し
た
。
歴
代
商
館
医
の
中
で
も
彼
は
特
に
優
れ
た
経
歴
の
持
ち
主

だ
っ
た
。
し
か
し
諸
道
の
よ
う
な
一
介
の
遊
学
者
で
、
無
名
の
地
方
出

身
者
が
商
館
員
と
接
触
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
だ
っ
た
。
出
島
か
ら

の
学
術
情
報
な
ど
は
阿
蘭
陀
通
詞
を
通
し
て
の
み
伝
え
ら
れ
、
あ
る
程

度
の
「
情
報
管
理
」
も
当
然
行
わ
れ
て
い
た
。
塩
化
第
二
水
銀
を
持
参

し
た
ツ
ン
ベ
ル
ク
は
吉
雄
耕
牛
ら
に
黴
瘡
（
梅
毒
）
に
対
す
る
水
銀
水

療
法
を
教
え
た
が
			76

、
諸
道
の
写
本
に
は
こ
の
よ
う
な
最
新
の
治
療
は

記
さ
れ
て
い
な
い
。
耕
牛
は
一
七
世
紀
の
紅
毛
流
医
書
を
基
礎
に
し
な

が
ら
、
ハ
イ
ス
タ
ー
の
『
外
科
学
』
か
ら
の
薬
方
や
外
科
術
を
選
択
的
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に
紹
介
し
て
い
た
。

　

安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
に
諸
道
は
長
崎
を
去
っ
た
。
そ
の
後
の
医

学
修
行
を
う
か
が
わ
せ
る
写
本
は
な
い
。
帰
郷
後
に
彼
は
村
の
役
人
を

務
め
な
が
ら
医
師
と
し
て
も
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

城
下
町
の
藩
医
の
経
歴
を
見
る
と
、
あ
る
程
度
の
名
が
あ
る
師
の
門

下
生
と
な
り
、
師
の
流
儀
を
継
承
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に
対
し
、

宋
代
以
降
の
中
国
医
学
か
ら
南
蛮
・
紅
毛
系
医
療
ま
で
特
定
の
流
派

に
拘
ら
ず
に
、
有
用
な
治
療
法
と
医
薬
品
を
追
究
し
た
よ
う
だ
。
ま
た
、

い
く
つ
か
の
書
簡
か
ら
は
、
諸
道
が
藩
の
儒
学
者
学
倉
成
龍
渚
や
日
本

で
最
初
の
本
格
的
中
国
料
理
の
解
説
書
『
卓し

っ

子ぽ
く

式し
き

』
を
著
し
た
中
津
町

の
外
科
医
田
中
信
平
（
一
七
四
八
〜
一
八
二
四
			77

）
と
親
交
を
持
つ
な
ど
、

藩
内
の
知
識
人
と
し
て
の
社
会
的
地
位
を
得
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
こ
う
し
て
耶
馬
溪
地
方
の
農
民
は
、
長
い
修
行
期
間
を
経
て
東
西

両
洋
の
医
学
の
基
礎
を
身
に
付
け
地
元
の
た
め
に
働
く
村
医
に
よ
る
専

門
的
な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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洋
医
学
伝
来
史
』、
東
京
、
形
成
社
、
一
九
七
二
年
。

▲
古
賀
十
二
郎
『
長
崎
洋
学
史
（
下
巻
）』
長
崎
文
献
社
、
一
九
七
三
年
。

▲
宗
田
一
『
図
説
・
日
本
医
療
文
化
史
』
京
都
、
思
文
閣
出
版
、

一
九
八
九
年
。

▲
高
橋
文
「
日
本
に
お
け
る
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
水
の
受
容
」『
日

本
医
史
学
雑
誌
』
第
四
八
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
二
年
、
五
七
五
〜

五
九
四
頁
。

▲
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
編
『
医
家
肖
像
集

−

杏
雨
書
屋
所
蔵
』

（
初
編
）
武
田
科
学
振
興
財
団
、
二
〇
〇
八
年
。

▲
富
田
修
司
「
耶
馬
溪
屋
形
家
と
そ
の
資
料
に
つ
い
て
」。『
中
津
市
歴

史
民
俗
資
料
館
分
館　

医
家
史
料
館
叢
書
』
第
六
巻
、
中
津
市
教
育

委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
、
一
〜
六
頁
。

▲
中
津
市
史
刊
行
会
編
『
中
津
市
史
』、
中
津
、
中
津
市
史
刊
行
会
、

一
九
六
五
年
。

▲
平
松
勘
治
著
『
長
崎
遊
学
者
事
典
』
渓
水
社
、
広
島
、
一
九
九
九
年
。

▲
福
沢
諭
吉
『
福
翁
百
話　

福
翁
百
餘
話
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、

一
九
七
八
年
（
明
治
経
営
名
著
集
完
全
復
刻
版
）。

▲
福
田
殖
「
呉
澄
小
論
」『
九
州
大
学
文
学
論
輯
』
第
三
二
号
、

一
九
八
六
年
、
一
七
〜
四
六
頁
。

▲
細
田
冨
多「
大
江
医
家
史
料
館
の
文
書
史
料
よ
り（
一
）」。
ミ
ヒ
ェ
ル
・

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
編
『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館	

分
館
医
家
史
料

館
叢
書
Ⅵ
』、
二
〇
〇
七
年
、
八
六
〜
九
〇
頁
。

▲
真
柳
誠｢

『
儒
医
精
要
』
解
題
」。
馬
継
興
、
真
柳
誠
、
鄭
金
生
、
王

鉄
策『
日
本
現
存
中
国
散
逸
古
医
籍
的
伝
承
史
研
究
利
用
和
発
表（
第

１
報
）』
一
九
九
七
年
、
一
七
〜
一
九
頁
（
日
本
国
際
交
流
基
金
ア

ジ
ア
セ
ン
タ
ー
助
成
報
告
書
）。

▲
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
、
大
島
明
秀
、
吉
田
洋
一
「
耶
馬
溪

屋
形
家
の
系
譜
」『
史
料
と
人
物
Ⅱ
』（
中
津
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館

医
家
史
料
館	

資
料
叢
書
Ⅷ
）、
中
津
、
二
〇
〇
九
年
、
一
〜
一
〇
頁
。

▲
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ	

「
楢
林
新
右
衛
門
（
鎮
山
）

−

外
科

医
に
な
っ
た
通
詞
」、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
・
鳥
井
裕
美
子
・

川
嶌
眞
人	

共
編
『
九
州
の
蘭
学

−

越
境
と
交
流
』
京
都
、
思
文
閣

出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
三
四
〜
四
〇
頁
。

▲
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
「
初
期
紅
毛
流
外
科
と
儒
医
向

井
元
升
に
つ
い
て
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
五
六
巻
第
三
号
、

二
〇
一
〇
、三
六
七
〜
三
八
五
頁
。

▲
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
「
屍
骸
を
観
る

−

根
来
東
叔
の
「
人

身
連
骨
真
形
図
」
と
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
」『
中
津
市
歴
史

民
俗
資
料
館　

分
館　

医
家
史
料
館
叢
書
』
第
一
一
号
、
中
津
市
、

二
〇
一
二
年
、
四
二
〜
八
九
頁
。

▲
ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
「
中
津
藩
に
お
け
る
天
然
痘
と
の

闘
い
」。
青
木
歳
幸
・
大
島
明
秀
・
Ｗ
・
ミ
ヒ
ェ
ル
編
『
天
然
痘
と

の
闘
い

−

九
州
の
種
痘
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
八
年
、
二
二
五
〜
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二
五
二
頁
。

▲
森
納
『
因
伯
洋
学
史
話
』
鳥
取
、
富
士
書
店
、
一
九
九
三
年
。

▲
安
西
安
周
『
日
本
儒
醫
硏
究
』
東
京
、
龍
吟
社
、
一
九
四
三
年
。

▲
山
崎
有
信
『
豊
前
人
物
志
』、東
京
、国
書
刊
行
会
、一
九
三
九
年
（
復

刻
版
、
美
夜
古
文
化
懇
話
会
『
豊
前
人
物
誌
』
行
橋
、
美
夜
古
文
化

懇
話
会
、
一
九
七
三
年
）。

▲
吉
田
忠「
帆
足
万
里

−

漢
蘭
折
衷
を
説
く
儒
家
」。
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・

ミ
ヒ
ェ
ル
、
鳥
井
裕
美
子
、
川
嶌
眞
人	

共
編
、『
九
州
の
蘭
学

−
越

境
と
交
流
』、
京
都
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
一
二
八
よ
り

一
三
二
頁
。

▲
吉
田
洋
一
「
明
治
初
期
に
お
け
る
耶
馬
溪
地
域
の
医
療

−

屋
形
家
史

料｢

年
中
行
事
日
記
簿｣

を
中
心
に

−

」。『
中
津
市
歴
史
民
俗
資

料
館	

分
館	

医
家
史
料
館
叢
書
』、
第
七
巻
、
中
津
市
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
八
年
、
三
一
〜
五
二
頁
。

▲
吉
田
洋
一
「
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
地
域
医
療
の
実
情

−

屋
形
家

史
料
を
素
材
と
し
て

−

」『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館	
分
館	
医
家
史

料
館
叢
書
』
第
八
巻
、
中
津
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
、
一
一

〜
七
〇
頁
。

▲
吉
田
洋
一
「
耶
馬
溪
屋
形
家
の
種
痘
活
動

−

明
治
初
期
を
中
心
に
」

『
中
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館	

分
館	

医
家
史
料
館
叢
書
』
第
九
巻
、
中

津
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
、
一
〜
三
一
頁
。

▲
若
木
太
一
「
京
都
向
井
家
墓
碑
考

−

文
人
向
井
元
升
の
家
系
」『
長

崎
大
学
教
養
部
紀
要	

人
文
科
学
篇
』
第
三
三
巻
、
第
二
号
、
一
〜

一
五
頁
。

▲M
ichel,	W

olfgang:	V
on	Leipzig	nach	Japan

−D
er	Chirurg	

und	H
andelsm

ann	Caspar	Scham
berger	(1623

−1706).	
M

ünchen:	Iudicium
,	1999.

▲M
ichel,	W

olfgang	/	W
erger-K

lein,	Elke:	D
rop	by	D

rop	
–	T

he	Introduction	of	W
estern	D

istillation	T
echniques	

into	Seventeenth-Century	Japan.	N
ihon	Ishigaku	Zasshi	–	

Journal	of	the	Japan	Society	of	M
edical	H

istory,	V
ol.	50,	

N
o.4,	2004,	pp.	463–492.

▲M
ichel,	W

olfgang:	A
	naturalist	lost	–	Johan	A

rnold	
Stützer	(1763–1821)	in	the	East	Indies.	In:	Josef	K

reiner	
(ed.):	Japanese	C

ollections	in	E
uropean	M

useum
s	III.	

Bonn:	Biersche	V
erlagsanstalt,	2015,	pp.	147–162.	

▲Skuncke,	M
arie-Christine:	Carl	Peter	T

hunberg.	Botanist	
and	Physician	–	Career-Building	A

cross	the	O
ceans	in	the	

Eighteenth	Century.	Sw
edish	Collegium

	for	A
dvanced	

Study,	2014.

史
料

▲
「
毉
籍
考
」
屋
形
諸
道
写
、
一
冊
、
三
六
丁
、
一
二
・
〇
×
一
七
・
三
糎
、

屋
形
家
旧
蔵
、
中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
（
大
島
二
〇
一
五
年
）。

▲
「
醫
方
思
辨
抜　

全
」（
外
題
）、屋
形
諸
道
写
（
明
和
四
年
写
）、一
冊
、

三
六
丁
、
一
四
・
〇
×
二
〇
・
三
糎
、
屋
形
家
旧
蔵
、
中
津
市
歴
史
博

物
館
蔵
（
屋
形
家
・
五
五
）。

▲
「
醫
方
思
辨
」（
外
題
）、屋
形
諸
道
写
、二
冊
三
巻
、（
天
）
一
〇
一
丁
、
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（
地
）
一
〇
二
丁
、
二
四
・
四
×
一
六
・
八
糎
、
屋
形
家
旧
蔵
、
中
津

市
歴
史
博
物
館
蔵
（
屋
形
家
・
五
四
）。

▲
「
易
学
啓
蒙
切
紙
伝
授
」（
外
題
）、
屋
形
諸
道
写
（
明
和
四
年
写
）、

一
冊
、
二
五
丁
、
二
六
・
六
×
二
〇
・
三
糎
、
屋
形
家
旧
蔵
、
中
津
市

歴
史
博
物
館
蔵
（
屋
形
家
・
一
三
九
）。

▲
「
阿
蘭
陀
油
之
書
」（
内
題
）、
屋
形
諸
道
写
（
安
永
四
、五
年
頃
写
）、

一
冊
、
五
七
丁
、
二
六
・
六
×
一
七
・
五
糎
、
屋
形
家
旧
蔵
、
中
津
市

歴
史
博
物
館
蔵
（
屋
形
家
・
一
二
八
）。

▲	「
家
伝
病
名
彙
解
巻
之
一
」（
内
題
）、
屋
形
諸
道
写
（
安
永
四
年
写
）、

一
冊
、
五
四
丁
二
五
・
三
×
一
七
・
五
糎
、
屋
形
家
旧
蔵
、
中
津
市
歴

史
博
物
館
蔵
（
屋
形
家
・
三
八
）。

▲
「
家
伝
病
名
彙
解
巻
之
二　

自
不
至
須
」（
外
題
）、屋
形
諸
道
写
（
安

永
四
年
写
）、一
冊
、三
〇
丁
、二
七
・
九
×
二
〇
・
六
糎
、屋
形
家
旧
蔵
、

中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
（
屋
形
家
・
三
九
）。

▲	

『
記
録
并
聞
書
扣
帳	

―	

豊
前
国
下
毛
郡
西
屋
形
村
庄
屋
記
録
』
後

藤
重
巳
校
訂
。
別
府
大
学
附
属
博
物
館
、
一
九
八
九
年
。

▲
「
灸
穴
定
法　

全
」（
外
題
）、
屋
形
諸
道
写
（
安
永
二
年
写
）、
一
冊
、

二
〇
丁
、
二
六
・
八
×
一
八
・
三
糎
、
屋
形
家
旧
蔵
、
中
津
市
歴
史
博

物
館
蔵
（
屋
形
家
・
三
四
八
）。

▲
「
灸
法
要
穴
」（
内
題
）、
屋
形
諸
道
写
（
明
和
八
年
写
）、
一
冊
、

一
九
丁
、
二
四
・
六
×
一
六
・
九
糎
、
屋
形
家
旧
蔵
、
中
津
市
歴
史
博

物
館
蔵
（
屋
形
家
・
四
三
）。

▲
『
慶
応
義
塾
入
社
帳
』
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
編.

第
一
巻
、慶
応
義
塾
、

一
九
八
六
年
。

▲
「
外
療
内
治
法
下
」（
外
題
、
朱
書
）、
屋
形
諸
道
写
（
安
永
四
年
写
）、

一
冊
、
二
二
丁
、
二
八
・
三
×
二
〇
・
五
糎
、
屋
形
家
旧
蔵
、
中
津
市

歴
史
博
物
館
蔵
（
屋
形
家
・
三
四
九
）。

▲
「
講
主
龍
渚
先
生　

詩
經
」、
屋
形
諸
道
写
（
安
永
四
年
写
）、
一
冊
、

二
二
丁
、
二
三
・
九
×
一
六
・
五
糎
、
屋
形
家
旧
蔵
、
中
津
市
歴
史
博

物
館
蔵
（
屋
形
家
・
三
三
八
）。

▲
「
黄
帝
内
経
霊
樞
」（
内
題
）、
屋
形
諸
道
写
（
明
和
八
年
写
）、
一
冊
、

五
二
丁
、
二
二
・
四
×
一
六
・
〇
糎
、
屋
形
家
旧
蔵
、
中
津
市
歴
史
博

物
館
蔵
（
屋
形
家
・
四
九
）

▲
「
紅
毛
流
金
瘡
跌
撲
療
治
伝
［
他
］」（
内
題
）、
屋
形
諸
道
写
（
安

永
五
年
写
）、
一
冊
、
四
九
丁
、
一
九
・
一
×
一
三
・
六
糎
、
屋
形
家

旧
蔵
、
中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
（
屋
形
家
・
四
一
）。

▲
『
小
倉
藩
人
畜
改
帳	

三
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
、
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
五
七
年
。

▲
「
雑
記
」（
内
題
）、
屋
形
諸
道
写
（
安
永
五
年
写
）、
一
冊
、
五
〇
丁
、

二
六
・
五
×
一
七
・
八
糎
、屋
形
家
旧
蔵
、中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
（
屋

形
家
・
四
五
）。

▲｢

雑
書
［
他
］｣

、屋
形
諸
道
写
（
安
永
四
、五
年
頃
写
）、一
冊
、五
三
丁
、

一
二
・
八
糎
×
一
九
・
〇
糎
、
屋
形
家
旧
蔵
、
中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵

（
屋
形
家
・
四
二
）。

▲
「
小
児
科
」（
内
題
）、屋
形
諸
道
写
（
明
和
六
年
写
）、一
冊
、七
二
丁
、

二
二
・
〇
×
一
五
・
八
糎
、屋
形
家
旧
蔵
、中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
（
屋

形
家
・
五
二
）。

▲
「
小
兒
治
方
」（
内
題
）、
屋
形
諸
道
写
（
明
和
六
年
写
）、
一
冊
、
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三
五
丁
、
二
七
・
〇
×
一
九
・
七
糎
、（
屋
形
家
・
二
八
六
）

▲
「
必
用
灸
穴
秘
訣
」（
内
題
）、
屋
形
諸
道
写
（
安
永
五
年
写
）、
一
冊
、

五
六
丁
、
一
九
・
四
×
一
三
・
六
糎
、
屋
形
家
旧
蔵
、
中
津
市
歴
史
博

物
館
蔵
（
屋
形
家
・
四
〇
）。

▲
平
田
長
太
夫
の
修
業
証
書
。「
寛
文
六
年
陽
月
吉
祥
日
」
成
立
、
深

水
家
旧
蔵
、
中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
。

▲
『
福
翁
百
余
話
』、福
沢
諭
吉
著
、東
京
、時
事
新
報
社
、一
九
〇
二
年
。

▲
「
脉
訣
」
屋
形
諸
道
写
（
明
和
六
年
写
）、
二
冊
、
四
五
丁
・
五
一
丁
、

二
四
・
二
×
一
六
・
九
糎
、屋
形
家
旧
蔵
、中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
（
屋

形
家
・
三
五
二
）。

▲
［
無
題
］
屋
形
諸
道
写
（
明
和
六
年
写
）、
一
冊
、
七
九
丁　

二
一
・
八
×
一
五
・
五
糎
、屋
形
家
旧
蔵
、中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
（
屋

形
家
・
五
一
）。

▲
［
無
題
］（
紅
毛
流
膏
薬
之
書
、
羅
転
韻
。
紅
毛
二
十
五
横
文
字
、

阿
蘭
陀
水
薬
調
合
書
）
一
冊
、
四
一
丁
、
一
九
・
一
×
一
三
・
三
糎
、

屋
形
家
旧
蔵
、
中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
（
屋
形
家
・
五
二
六
）。

▲
［
無
題
］（「
紅
毛
流
膏
薬
之
書
」
な
ど
）
屋
形
諸
道
写
（
安
永
四
・

五
年
頃
）、
一
冊
、
四
一
丁
、
一
九
・
一
×
一
三
・
三
糎
屋
形
家
旧
蔵
、

中
津
市
歴
史
博
物
館
蔵
（
屋
形
家
・
五
二
六
）。

注１	

先
行
研
究
と
し
て
、
写
本
「
外
療
内
治
法
」
お
よ
び
「
毉
籍
考
」
を
中
心
に
諸
道
の
学

習
に
つ
い
て
分
析
し
た
大
島
明
秀
（
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
一
五
年
）
の
論
文
が
あ
る
。

２	
M

ichel	(1999),	pp.	14–21.

３	

向
井
元
升
（
霊
蘭
）
の
墓
碑
銘
に
よ
り
。
若
木
太
一
（
一
九
九
三
）、
一
一
〜
一
三
頁
。

４	

緒
方
正
清
（
一
九
八
〇
）。
一
〇
七
〜
一
二
三
頁
。
賀
川
明
孝
（
一
九
九
五
）。

５	

今
永
正
樹
（
一
九
八
二
）、
七
四
〜
七
七
頁
。

６	

川
嶌
眞
人
（
一
九
九
二
）、
一
九
二
頁
。

７	

ミ
ヒ
ェ
ル
（
二
〇
一
一
）。

８	

中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書
館
蔵
。

９	

栗
崎
流
外
科
に
つ
い
て
は
古
賀
十
二
郎
（
一
九
七
二
）、
二
三
〜
四
二
頁
お
よ
び
宗
田

一
（
一
一
九
〜
一
二
二
頁
）
参
照
。

10	

川
嶌
眞
人
（
二
〇
〇
五
）、
一
八
二
〜
一
八
三
頁
。

11	

ミ
ヒ
ェ
ル
（
二
〇
一
二
）、
五
二
〜
五
三
頁
。

12	

疫
病
神
に
つ
い
て
は
ミ
ヒ
ェ
ル
（
二
〇
一
八
）、
二
二
五
〜
二
二
八
参
照
。

13	

青
木
歳
幸
（
一
九
九
八
）、
七
五
〜
七
六
頁
。

14	

『
韓
非
子
』五
蠹
。『
史
記
』第
五
六
巻（
陳
丞
相
世
家
）。『
続
日
本
紀
』養
老
五（
七
二
一
）

年
六
月
戊
戌
。

15	
M

ichel	(1999),	pp.16-17.

16	

今
永
正
樹
（
一
九
八
二
）、
七
四
〜
七
七
頁
。

17	

帆
足
万
里
に
つ
い
て
は
吉
田
忠
（
二
〇
〇
九
）
参
照
。

18	

「
適
々
斎
塾
姓
名
録
」、緒
方
富
雄
（
一
九
六
七
）。『
福
翁
百
余
話
』
第
十
六
章
、六
七
頁
。

19	

中
津
市
大
江
医
家
史
料
館
に
は
、
華
岡
家
か
ら
大
江
家
に
宛
て
た
書
簡
三
通
（
大
江
玄

明
宛
華
岡
準
平
書
簡
一
通
、
大
江
雲
澤
宛
華
岡
準
平
書
簡
一
通
、
大
江
雲
澤
宛
華
岡
良

平
書
簡
一
通
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
細
田
冨
多
（
二
〇
〇
七
）。

20	

「
華
岡
青
洲
先
生
春
林
軒
門
人
録
」、
呉
秀
三
（
一
九
七
一
）。

21	

「
大
槻
家
門
人
帳
」
に
よ
り
。
板
沢
武
雄
（
一
九
五
九
）
参
照
。

22	

「
慶
応
義
塾
入
社
帳
」
に
よ
り
。

23	

「
及
門
録
」
に
よ
り
。
青
木
歳
幸
（
一
九
九
六
）
参
照
。

24	

「
門
人
録
」
に
よ
り
。
森
納
（
一
九
九
三
）
参
照
。

25	

平
松
勘
治
（
一
九
九
九
）。

26	

デ
ィ
ル
ク
ス
の
教
え
子
に
は
久
留
米
藩
の
太
田
黒
玄
淡
お
よ
び
一
六
七
三
年
幕
府
の
宗

門
改
め
参
勤
通
詞
な
ら
び
に
医
官
と
な
っ
た
西
吉
兵
衛
（
玄
甫
）
が
い
る
。
ミ
ヒ
ェ
ル

（
二
〇
一
一
）。

27	

『
福
翁
百
余
話
』
第
一
六
章
、
六
六
〜
六
七
頁
。

28	

ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
、
大
島
明
秀
、
吉
田
洋
一
（
二
〇
〇
九
）。

29	

屋
形
家
に
つ
い
て
は
『
大
分
県
史
料
』（「
宇
佐
屋
形
三
郎
文
書
」）、
富
田
修
司
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（
二
〇
〇
八
）
お
よ
び
ミ
ヒ
ェ
ル
・
大
島
・
吉
田
（
二
〇
〇
九
）
を
参
照
。

30	
『
豊
前
中
津
田
信
伝
』（
二
一
頁
）
が
示
す
「
乗
徳
」
は
誤
り
で
あ
る
。

31	
下
毛
郡
の
上
秣
村
、
下
秣
村
、
西
秣
村
の
い
ず
れ
か
に
あ
た
る
。

32	
「
記
録
并
聞
書
扣
帳
」、
十
四
頁
。

33	
	『

書
経
』
虞
書
・
大
禹
謨
「
禹
曰
、
於
帝
念
哉
、
徳
惟
善
政
、
政
在
養
民
」。

34	

「
屋
形
家
系
図
」
に
よ
り
。

35	

今
永
正
樹
（
一
九
八
二
）、
一
四
六
〜
一
四
七
頁
。
ミ
ヒ
ェ
ル
（
二
〇
〇
三
）、
三
頁
。

36	

小
倉
県
参
事
小
幡
高
政
宛
て
の
開
業
届
（
明
治
六
年
七
月
一
九
日
）（
中
津
市
歴
史
博

物
館
蔵
）。
屋
形
彰
男
所
蔵
の
系
図
に
よ
り
。

37	

青
木
歳
幸
（
一
九
九
八
）、
一
五
八
〜
一
八
六
頁
を
参
照
。

38	

青
木
歳
幸
（
一
九
九
八
）、
一
二
三
〜
一
五
七
頁
。

39	

『
小
倉
藩
人
畜
改
帳	

三
』、
二
一
二
〜
二
一
七
頁
。

40	

青
木
歳
幸
（
一
九
九
八
）、
一
五
八
〜
一
八
六
頁
。

41	

「
毉
」
の
特
徴
に
つ
い
て
は
大
島
明
秀
（
二
〇
一
五
）
が
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。

42	

呉
澄
に
つ
い
て
は
福
田
殖
（
一
九
八
六
）
参
照
。

43	

内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館	

大
同
薬
室
文
庫
に
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

44	

趙
繼
宗
『
儒
医
精
要
』（
嘉
靖
七
年
序
）
お
よ
び
久
保
政
新
著
、
岡
本
一
抱
重
訂
『
儒

醫
精
要
釋
義
』（
正
徳
三
年
序
）
参
照
。

45	

曲
直
瀬
道
三
の
『
脉
訣
簡
略
』
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
刊
。

46	

道
三
の
号
に
雖
知
苦
斎
、
盍
静
翁
な
ど
が
あ
る
。

47	

（
宋
）
錢
乙
撰
、（
宋
）
閻
孝
忠
集
、（
明
）
薛
鎧
校
註
『
銭
氏
小
児
直
訣
』。

48	

京
都
府
医
師
会
（
一
九
八
〇
）、
三
七
九
頁
、
七
六
〇
頁
。

49	

「
灸
法
要
穴
」
龍
谷
大
学
図
書
館
（695.3-66-W

）。

50	

徂
徠
物
選
評
、
宇
恵
校
『
古
文
矩
』
松
本
善
兵
衛
、
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
序
。

51	

大
島
明
秀
（
二
〇
〇
八
）。

52	

大
島
明
秀
（
二
〇
一
五
）
参
照
。

53	

陳
言
（
陳
無
択
）『
三
因
極
一
病
証
方
論
』
大
阪
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。

54	

大
島
明
秀
（
二
〇
一
五
）
六
頁
。

55	

『
医
史
展
覧
会
陳
列
品
目　

昭
和
九
年
四
月—

第
九
回
日
本
医
学
会
医
史
展
覧
会
』（
第

九
回
日
本
医
学
会
会
誌
）
一
九
三
四
年
、
六
九
四
頁
。

56	

桂
洲
甫
著
『
病
名
彙
解
』
植
村
藤
右
衛
門
、
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
刊
。
蘆
川
桂
洲

に
つ
い
て
は
安
西
安
周
『
日
本
儒
医
研
究
』（
一
九
四
三
）、
五
五
〜
五
六
頁
参
照
。

57	

鶚が
っ

軒け
ん

文
庫V

11:1012

（
富
士
川
家
藏
本
・
土
肥
白
澤
旧
蔵
本
）。

58	

詳
細
に
つ
い
て
は
、
古
賀
十
二
郎
（
一
九
七
三
）、
一
二
一
七
参
照
。

59	

肖
像
画
に
つ
い
て
は
杏
雨
書
屋
の
『
医
家
肖
像
集
』
二
五
六
頁
参
照
。
武
田
科
学
振
興

財
団
（
二
〇
〇
八
）。

60	

吉
日
。

61	

鶴
膝
風
、
足
が
ツ
ル
の
足
の
よ
う
に
や
せ
細
り
、
歩
け
な
く
な
る
病
気
。

62	

朱
書
。

63	

宝
永
三
（
一
七
〇
六
）
年
に
完
成
し
た
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
は
「
仕
掛
書
」、「
金
瘡
書
」、

「
金
瘡
跌
撲
」、「
膏
薬
書
」、「
油
之
書
」、「
油
取
様
書
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

64	
M

ichel	/	W
erger-K

lein	(2004).

65	

九
州
大
学
医
学
図
書
館
蔵
（
和
漢
古
医
書
）。

66	

九
州
大
学
医
学
図
書
館
蔵
（
ミ
ヒ
ェ
ル
文
庫
）。

67	

詳
細
に
つ
い
て
は
ミ
ヒ
ェ
ル
（
二
〇
一
〇
）
参
照
。

68	

諸
道
の
仮
名
表
記
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
訛
り
を
示
し
て
い
る
。

69	

出
島
商
館
長
フ
ェ
イ
ト
（A

.W
.	Feith

）
の
業
務
日
誌
、
一
七
七
五
年
一
一
月
二
七
日
。

70	

塩
化
第
二
水
銀
。

71	

ツ
ン
ベ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、Skuncke	(2014)

参
照
。

72	

ハ
イ
ス
テ
ル
と
い
う
表
記
も
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
読
み
は
ヘ
ー
ス
テ
ル
。

73	

ハ
イ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
宗
田
（
一
九
八
九
）、
二
二
三
〜
二
二
八
頁
参
照
。

74	

新
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
資
料
名
も
著
者
森
村
玄
龍
の
名
も
登
録
さ
れ
て
い

な
い
。

75	

写
本｢

外
療
内
治
法｣

お
よ
び
倉
成
龍
渚
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
大
島
明
秀（
二
〇
〇
八
）

参
照
。

76	

高
橋
文
（
二
〇
〇
二
）。

77	

号
は
田で

ん

信し
ん

。
屋
形
養
民
（
諸
道
）
に
宛
て
た
手
紙
に
つ
い
て
は
、熊
谷
克
己
（
二
〇
〇
〇
）

一
九
〜
二
二
頁
参
照
。
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center	and	Nakatsu	castle.	His	 father	served	as	village	headman	and	Moromichi	seems	to	have	
received	a	thorough	education	during	his	childhood.	There	 is	no	source	material	 indicating	the	
circumstances	of	his	decision	to	study	medicine,	but	he	could	not	have	pursued	his	studies	over	
several	years	without	 the	permission	of	 the	authorities,	not	 to	mention	several	 journeys	and	a	
long	stay	at	Nagasaki.	Fortunately,	we	are	able	 to	 trace	 the	course	of	his	 studies	 through	18	
manuscripts	preserved	in	the	Yakata	collection.	Most	of	them	show	one	of	his	pen	names,	sometimes	
place	names	and	dates,	and	a	few	texts	have	been	identified	by	the	characteristic	features	of	his	
handwriting.
The	first	two	manuscripts	relating	to	medicine	were	written	in	1767.	One	shows	teachings	about	
traditional	medicine	given	by	an	unknown	physician,	Morimura	Genryū,	 from	a	village	 in	 the	
neighboring	province	of	Bungo.	The	second	one	deals	with	Chinese-style	divination.	Three	years	
later,	Moromichi	compiled	an	untitled	booklet	that	again	shows	a	variety	of	diseases	and	Chinese-
style	treatments	together	with	several	prescriptions	given	to	him	by	individuals,	such	as	a	“Takaya	
Sōbē”	or	“Mr.	Munakata	 from	Nakatsu.”	During	that	same	year,	he	studied	pediatrics	using	a	
book	published	by	the	11th-century	Chinese	pediatrician	Yi	Qian	and	prescriptions	collected	 in	
the	Japanese	Suō	Province.	For	the	first	 time,	he	mentions	a	“Dutch-style”	treatment.	Further	
manuscripts	on	pediatrics	written	in	1769	indicate	the	importance	of	this	discipline,	especially	for	
a	prospective	rural	physician	who	had	to	cope	with	the	then	high	child	mortality	rate.
In	1769,	Moromichi	 turned	to	pulse	diagnosis.	The	related	manuscript	draws	 from	the	 famous	
Song	pulse	book,	Mài	Jué,	together	with	Manase	Dōsan's	writings	on	that	matter.	Furthermore,	it	
contains	Zhao	Jizong's	thoughts	about	the	appropriate	“Medical	Way”	of	a	Confucian	physician.	
At	this	stage,	Moromichi	seems	to	have	been	primarily	interested	in	the	Chinese	teachings	of	the	
Jin–Yuan	era	and	their	adaptation	to	Japanese	conditions	by	Manase	Dōsan,	the	leading	scholar	of	
what	is	nowadays	called	the	“School	of	Later	Prescriptions”	(Goseihō-ha).
In	1771,	Moromichi	compiled	a	manuscript	on	moxibustion	based	on	a	book	by	Ajioka	Sanpaku,	
who	was	strongly	influenced	by	Manase's	school.	Perhaps	for	that	reason,	Moromichi	traveled	to	
Kyoto	in	1773.	When	he	returned	to	Nakatsu,	the	Confucian	Kuranari	Ryūshō	had	returned	from	
extensive	studies	and	was	employed	as	an	official	Confucian	scholar	of	the	Nakatsu	Clan.	Until	the	
establishment	of	the	clan	school	in	1796,	Kuranari	was	teaching	in	his	residence	and,	for	a	while,	
Moromichi	became	his	disciple.
During	the	early	1770s,	Maeno	Ryōtaku,	Sugita	Gempaku,	and	other	physicians	in	Edo	had	written	
a	 translation	of	 the	Dutch	edition	of	 J.	A.	Kulmus'“Anatomic	Tables”	 (Ontleedkundige	Tafelen ).	
Maeno,	an	ardent	scholar	of	the	Dutch	language,	served	as	a	physician	in	the	Edo	residence	of	the	
Nakatsu	domain.	He	had	undertaken	most	of	this	pioneering	endeavor	and	enjoyed	the	support	of	
Lord	Okudaira	Masaka.	Printed	in	1774	under	the	title	“New	Book	on	Anatomy”	(Kaitai	Shinsho),	
this	translation	became	a	milestone	 in	the	history	of	“Dutch	studies”	(Rangaku).	More	than	ever	
before,	physicians	in	the	Nakatsu	domain	were	aware	of	Western	medicine.
In	1775,	Moromichi	went	to	Nagasaki,	 the	mecca	of	“Dutch	studies”,	where	he	stayed	until	 the	
following	year.	Maeno	Ryōtaku	was	on	good	terms	with	Yoshio	Kōgyū,	a	senior	 interpreter	at	
the	Dutch	trading	post	and	a	renowned	scholar	who	stood	at	the	forefront	of	Dutch	studies	and	
attracted	visitors	and	disciples	from	all	over	the	country.	This	might	have	facilitated	Moromichi's	
access	 to	Yoshio.	During	his	 stay	 in	Nagasaki,	Moromichi	 studied	Yoshio's	vast	 collection	of	
books,	manuscripts,	 and	 instruments.	His	 excerpts	and	notes	 reflect	 important	17th-century	
texts	related	to	Western	medicine	and	pharmaceutics.	Several	manuscripts	written	 in	Nagasaki	
deal	with	ulcers,	all	kinds	of	wounds,	 fractures,	and	basic	surgical	operations,	such	as	harelips.	
They	describe	a	great	number	of	plasters,	ointments,	and	tinctures,	as	well	as	the	distillation	of	
pharmaceutical	oils.
In	that	very	same	year,	1775,	the	Swedish	physician	and	naturalist	Karl	Peter	Thunberg	arrived	
in	Nagasaki.	His	later	publications	about	Japan	and	Japanese	plants	elevated	him	to	the	ranks	of	
Engelbert	Kaempfer	and	Philipp	Franz	von	Siebold.	This	eminent	scholar	had	mercury(II)	chloride	
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